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俳
人
松
本
椿ち
ん

年ね
ん

（
本
名
松
本
傳
次
郎
）
は
、
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
七

月
七
日
七
夕
の
日
に
静
岡
県
駿
東
郡
中
嶋
村
（
現
在
の
静
岡
県
駿
東
郡
小
山
町

中
島
）
の
旧
家
に
生
ま
れ
、
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
二
月
八
日
に
生
涯

を
閉
じ
た
地
方
俳
人
で
あ
る
。
十
歳
の
頃
か
ら
、
俳
句
の
宗
匠
で
も
あ
っ
た
父

親
か
ら
俳
号
と
俳
句
の
手
ほ
ど
き
を
授
け
ら
れ
、
そ
の
父
親
の
没
後
（
大
正
十

一
年
（
一
九
二
二
）
十
二
月
）
か
ら
最
晩
年
満
九
十
八
歳
で
生
涯
を
閉
じ
る
臨

終
間
際
ま
で
、
ほ
ぼ
一
世
紀
に
亘
る
日
本
社
会
の
激
動
期
を
、
農
村
の
中
で
生

活
に
密
着
し
た
句
作
と
と
も
に
生
き
た
俳
人
で
あ
る
。
宮
川
（
二
〇
一
六
）

は
、
こ
の
俳
人
の
誕
生
か
ら
死
に
至
る
ま
で
の
個
人
史
（
年
譜
）
を
、
残
さ
れ

て
い
る
資
料
や
子
孫
の
記
憶
か
ら
試
作
し
た
。
こ
の
俳
人
の
作
風
は
、
農
作
業

の
傍
ら
体
験
す
る
自
然
の
観
察
や
生
活
の
中
で
出
会
っ
た
出
来
事
や
感
動
を
、

そ
の
ま
ま
作
品
と
す
る
生
活
俳
句
が
真
骨
頂
で
あ
り
、
部
屋
の
中
で
想
像
と
言

葉
の
技
法
だ
け
で
作
句
す
る
俳
人
と
は
一
線
を
画
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
宮
川
（
二
〇
一
七
）
は
、
明
治
大
正
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
頃
ま
で
の
作

品
と
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
分
析
し
、
そ
の
間
の
出
来
事
と
作
品
を
整
理

し
た
。
特
に
俳
誌
は
月
刊
を
基
本
と
す
る
所
か
ら
、「
習
作
期
」
と
「
投
句
休

止
期
」
と
名
付
け
た
時
代
を
除
き
、
月
刊
を
基
本
と
す
る
い
く
つ
か
の
俳
誌
に

ほ
ぼ
毎
号
の
よ
う
に
投
句
を
続
け
て
い
た
の
で
、
俳
誌
が
現
存
し
て
い
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
作
品
の
発
表
時
期
を
特
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
気

づ
か
れ
た
。

　

宮
川
（
二
〇
一
八
）
で
は
、
昭
和
初
期
か
ら
昭
和
三
十
年
代
ま
で
の
俳
句
作

品
を
分
析
し
、
そ
れ
か
ら
推
定
構
成
し
た
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
基
に
、
そ
の
期

間
の
個
人
史
を
作
成
し
た
。
昭
和
初
期
の
俳
句
作
品
と
し
て
、
大
正
リ
ベ
ラ
リ

ズ
ム
の
中
で
登
場
し
た
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
出
身
の
俳
人
加
納
野
梅
が
主
宰
し

た
俳
誌
『
鬼
栗
毛
』『
新
草
』
に
投
句
を
行
っ
た
と
い
う
松
本
椿
年
自
身
の
記

載
が
あ
る
。
松
本
椿
年
が
、
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
投
句
を
し
た
最
初
の

俳
誌
と
考
え
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
の
俳
誌
も
国
立
国
会
図
書
館
、
近
代
文
学

館
、
俳
句
文
学
館
等
の
い
ず
れ
の
図
書
館
に
も
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
そ

の
確
認
が
で
き
な
い
。
そ
れ
で
も
、『
新
草
』
の
創
刊
号
（
昭
和
四
年
五
月
）

か
ら
第
四
〇
号
（
昭
和
七
年
八
月
号
）
ま
で
の
掲
載
句
か
ら
選
句
編
集
し
、
昭

和
七
年
（
一
九
三
二
）
に
加
納
野
梅
が
刊
行
し
た
『
新
草
俳
句
集
』（
国
立
国

会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
公
開
）
に
、
松
本
椿
年
の
作
品
が

田
園
俳
人
松
本
椿
年
の
生
涯
と
作
品
（
七
）

─
─
昭
和
五
十
年
代
後
半
以
降
（
超
高
齢
期
か
ら
終
焉
期
）
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
作
品
─
─

宮　
　

川　
　

充　
　

司＊



宮　川　充　司

三
〇

三
十
四
句
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
四
月
に
椿
年
の
母
校
静
岡
県
駿
東
郡
小
山
町
に

あ
っ
た
小
山
町
成
美
尋
常
高
等
小
学
校
に
、
教
育
者
で
あ
る
と
と
も
に
、
渡
辺

水
巴
主
宰
の
俳
誌
『
曲
水
』
の
作
家
で
も
あ
っ
た
古
見
豆
人
（
本
名
古
見
一

夫
）
が
校
長
と
し
て
着
任
し
、
そ
の
推
薦
に
よ
り
、『
曲
水
』
へ
の
投
句
が
始

ま
っ
た
。
椿
年
の
『
曲
水
』
投
句
掲
載
は
、
第
十
四
巻
第
十
号
（
昭
和
四
年
七

月
号
）
か
ら
第
二
十
巻
第
一
号
（
昭
和
十
年
一
月
号
）
ま
で
で
あ
っ
た
。

　

古
見
豆
人
を
中
心
に
、
幼
な
じ
み
で
富
士
紡
績
小
山
工
場
に
勤
め
て
い
た
早

間
冬
青
子
や
坂
本
緑
村
ら
に
、
社
外
の
俳
人
湯
山
素
鷗
や
湯
山
逸
素
ら
を
加
え

て
、「
あ
ゆ
み
句
会
」
が
起
こ
さ
れ
た
。
古
見
豆
人
が
昭
和
四
年
四
月
に
静
岡

県
駿
東
郡
小
山
町
で
起
こ
し
た
あ
ゆ
み
吟
社
は
、
昭
和
六
年
一
月
に
は
大
富
士

吟
社
と
し
て
発
展
し
、
月
刊
俳
誌
『
大
富
士
』
の
刊
行
と
な
っ
た
。
ま
た
、
豆

人
が
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
四
月
に
東
京
世
田
谷
に
転
居
し
た
こ
と
に
よ

り
、
中
央
の
主
要
な
俳
誌
の
一
つ
と
な
っ
た
。

　

俳
誌
『
大
富
士
』
は
、
戦
前
発
刊
巻
号
第
四
巻
第
九
号
（
昭
和
九
年
九
月

号
）
か
ら
最
終
刊
第
二
十
八
巻
第
十
一
号
（
昭
和
三
十
三
年
十
一
月
号
）
ま

で
、
静
岡
県
立
中
央
図
書
館
が
多
く
の
巻
号
を
所
蔵
し
て
い
る
が
、
第
一
巻
第

一
号
（
昭
和
六
年
一
月
号
）
〜
第
四
巻
第
八
号
（
昭
和
九
年
八
月
号
）、
終
戦

前
後
の
第
十
五
巻
第
七
号
（
昭
和
二
十
年
七
月
号
）
〜
第
十
八
巻
第
十
二
号

（
昭
和
二
十
三
年
十
二
月
号
）
ま
で
は
欠
号
と
な
っ
て
い
る
。
第
十
四
巻
第
六

号
（
昭
和
十
九
年
六
月
号
）
か
ら
第
十
五
巻
第
十
二
号
（
昭
和
二
十
年
十
二
月

号
）
ま
で
は
、
戦
時
中
の
出
版
統
制
に
よ
り
『
三
日
月
』『
み
ど
り
』『
微
光
』

と
合
併
統
合
さ
れ
、『
松
籟
』
と
い
う
誌
名
に
な
っ
た
が
、
巻
号
の
番
号
は

『
大
富
士
』
巻
号
数
を
継
続
踏
襲
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
部
欠
号
も
あ
る
も
の

の
、
俳
誌
『
大
富
士
』
に
つ
い
て
は
、
戦
前
か
ら
戦
後
ま
で
の
も
っ
と
も
体
系

的
に
所
蔵
し
て
い
る
唯
一
の
図
書
館
と
な
っ
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
の
所
蔵
館
は
、
国
立
国
会
図
書
館
で
あ
る
。
国
立
国
会
図
書
館
の

所
蔵
は
、
終
戦
の
年
昭
和
二
十
年
三
月
と
四
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
松
籟
』
第
十

五
巻
第
三
号
・
第
四
号
、
再
び
元
の
誌
名
に
戻
さ
れ
た
第
十
六
巻
第
一
号
（
昭

和
二
十
一
年
一
月
号
）
以
降
の
刊
行
号
で
あ
る
。
第
十
九
巻
第
九
号
（
昭
和
二

十
四
年
九
月
号
）
ま
で
の
も
の
は
、
国
立
国
会
図
書
館
の
憲
政
資
料
室
プ
ラ
ン

ゲ
文
庫
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
資
料
と
し
て
、
保
管
さ
れ
て
い
る
。
プ
ラ
ン
ゲ

文
庫
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
参
謀
第
二
部
の
戦
史
室
長
を
務
め
て
い
たG

. W
. Prange

が
、
一
九
四
五
年
〜
一
九
四
九
年
ま
で
検
閲
目
的
で
集
め
ら
れ
た
資
料
を
、
ア

メ
リ
カ
の
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
図
書
館
に
移
送
し
た
資
料
群
で
、
そ
の
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
が
、
憲
政
資
料
室
の
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
る
も

の
で
、
検
閲
文
書
や
検
閲
に
よ
り
黒
く
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
た
箇
所
が
あ
る
検
閲
ゲ

ラ
が
そ
の
ま
ま
保
管
さ
れ
る
貴
重
な
資
料
で
あ
）
1
（
る
。
た
だ
し
、
こ
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の

検
閲
期
間
、
松
本
椿
年
が
『
松
籟
』
戦
後
復
興
の
『
大
富
士
』
に
投
句
し
た
痕

跡
は
見
い
出
し
て
い
な
い
が
、
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
の
昭
和
二
十
一
年
四
月
か
ら
昭

和
二
十
三
年
四
月
ま
で
の
『
大
富
士
』
第
十
六
巻
第
一
号
〜
第
十
八
巻
第
四
号

に
つ
い
て
、
再
度
の
精
査
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
戦
後
発
刊
号
第
十
八
巻
第
五
号

（
昭
和
二
十
三
年
五
月
号
）
か
ら
は
、
国
立
国
会
図
書
館
の
通
常
の
出
版
物
と

し
て
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
分
は
、
ご
く
最
近
ま
で
リ
ー

ル
式
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
の
閲
覧
に
な
っ
て
い
た
が
、
現
在
は
デ
ジ
タ
ル

資
料
と
し
て
閲
覧
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
『
大
富
士
』
へ
の
椿
年
の
投
句
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
始
ま
り
戦
禍

が
拡
大
し
て
い
く
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
四
月
号
を
最
後
に
中
断
さ
れ
、

昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
一
月
頃
一
時
再
投
句
の
痕
跡
が
あ
っ
た
。
国
立

国
会
図
書
館
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
と
し
て
所
蔵
、
閲
覧
可
能

な
Ｇ
Ｈ
Ｑ
占
領
下
の
『
大
富
士
』
第
十
六
巻
第
一
号
（
昭
和
二
十
一
年
一
月

号
）
か
ら
第
十
八
巻
第
四
号
（
昭
和
二
十
三
年
四
月
号
）
を
閲
覧
し
た
と
こ



田園俳人松本椿年の生涯と作品（七）

三
一

ろ
、
第
十
七
巻
第
四
号
（
昭
和
二
十
二
年
四
月
号
）
古
見
豆
人
選
の
「
大
富
士

句
帖
」
に
、
椿
年
の
作
品
が
四
句
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
を
見
い
出
し
た
。

　
　

肥
料
背
負
ふ
角
帽
に
風
光
け
り　
　
　
　
　
　
　
（
四
頁
）

　
　

下
駄
の
緒
の
三
日
と
な
り
し
ゆ
る
み
か
な

　
　

う
ら
ゝ
か
や
米
庫
に
積
む
疎
開
の
荷　
　
　
　
　
（
九
頁
）

　
　

放
ち
た
る
鶏
帰
り
來
ず
お
元
日

　
　
　
　

 （『
大
富
士
』
第
十
七
巻
第
四
号
（
昭
和
二
十
二
年
四
月
号
）
大
富
士

句
帖　

古
見
豆
人
選
）

　

こ
の
時
代
、
四
月
号
へ
の
投
句
締
め
切
り
は
二
月
一
日
と
な
っ
て
い
た
の

で
、
投
句
再
開
は
昭
和
二
十
二
年
一
月
中
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
第
一
句
第
三
句

は
、
戦
時
疎
開
で
小
山
町
中
島
あ
る
い
は
椿
年
の
生
家
に
疎
開
し
て
い
た
、
大

学
生
あ
る
い
は
荷
物
か
ら
春
の
長
閑
さ
を
吟
じ
た
句
で
あ
る
の
で
、
昭
和
二
十

年
ま
た
は
二
十
一
年
の
春
の
作
品
で
あ
ろ
う
。
椿
年
の
大
富
士
へ
の
戦
後
復
帰

の
最
初
の
投
句
作
品
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
単
な
る
春
の
長
閑
さ
で
は
な

く
、
戦
争
が
終
わ
り
平
和
が
戻
っ
た
春
の
長
閑
さ
を
吟
じ
た
句
と
す
る
と
、
昭

和
二
十
一
年
三
月
〜
四
月
頃
の
作
品
を
投
句
し
た
と
推
定
す
る
の
が
自
然
で
あ

ろ
う
。
第
二
句
第
四
句
は
正
月
の
句
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
は
昭
和
二
十
二
年
一

月
の
新
作
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
は
、
前
年
の
昭
和
二
十
二
年
七
月
に
、『
大
富
士
』
通
巻
二
百
号
の
記

念
と
、『
大
富
士
』
の
戦
後
復
興
を
目
指
し
て
、
そ
の
誕
生
の
地
で
開
か
れ
た

小
山
町
で
『
大
富
士
』
通
巻
二
百
号
の
記
念
大
会
が
一
つ
の
き
っ
か
け
だ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
定
は
容
易
で
あ
る
。
そ
の
大
富
士
二
百
号
記
念
大
会

の
こ
と
は
、『
大
富
士
』
第
十
七
巻
第
九
号
（
昭
和
二
十
二
年
九
月
号
）
に

は
、
小
山
町
在
住
の
小
野
虹
人
の
「
二
百
號
記
念
大
會
記
」
と
い
う
記
事
が
あ

り
、
そ
の
中
に
こ
の
大
会
に
お
け
る
椿
年
に
関
す
る
記
載
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

二
百
號
記
念
大
會
記　

小
野
虹
人

　
　

吾
等
の
「
大
富
士
」
も
、
來
る
八
月
號
に
達
す
る
の
で
、
こ
の
嬉
び
を
祈

念
す
る
た
め
、
七
月
十
三
日
を
期
し
、
發
祥
の
小
山
に
於
て
、
全
國
大
會
を

開
催
す
る
事
に
な
つ
た
。
そ
の
日
は
早
朝
小
雨
が
降
り
か
け
て
、
氣
づ
か
は

れ
た
天
候
も
八
時
ご
ろ
か
ら
そ
ろ
そ
ろ
い
晴
れ
上
が
り
薄
日
が
さ
し
て
大
會

日
和
と
な
っ
た
會
場
は
豊
門
會
館
階
上
で
あ
る
。
薫
風
が
飄
々
と
吹
き
ぬ
け

る
。
閑
江
佛
子
兩
君
始
め
、
地
元
の
諸
君
は
、
中
學
校
か
ら
裁
縫
臺
を
運

ぶ
。
黒
板
を
か
つ
い
で
來
る
。
全
員
大
わ
ら
は
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
略
）

　
　

午
後
一
時
、
薫
風
の
選
句
を
取
纏
め
て
、
椿
年
君
番
號
を
讀
み
あ
げ
、
沐

人
君
そ
の
句
を
朗
讀
、
両
君
と
も
創
刊
以
来
の
同
人
で
あ
る
。
そ
の
中
に
席

題
句
の
プ
リ
ン
ト
が
出
来
た
の
で
、
そ
の
互
選
に
移
頁
り
、
選
句
を
取
纏
め

た
と
こ
ろ
で
、
豆
人
師
が
起
っ
て
、「
生
々
流
動
」
と
題
し
佛
道
の
精
進
を

説
き
、
大
富
士
こ
れ
ま
で
の
推
移
と
、
将
来
の
進
展
に
つ
き
一
時
間
に
亘
つ

て
熱
辨
を
ふ
る
わ
れ
た
。

　
　
　

 （『
大
富
士
』
第
十
七
巻
第
九
号　

昭
和
二
十
二
年
九
月
号　

一
二
〜
一

三
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
略
）

　

ま
た
、
こ
の
記
事
の
末
尾
に
、「
五
點
以
上
の
高
點
句
」
と
い
う
小
見
出
し

で
、
こ
の
記
念
大
会
で
行
わ
れ
た
句
会
の
諸
家
の
作
品
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
中
で
、
選
句
さ
れ
て
い
た
椿
年
の
句
が
二
句
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

　
　

迎
火
や
静
か
に
昏
る
ゝ
湖
の
色



宮　川　充　司

三
二

　
　

子
に
門
火
焚
か
せ
て
そ
こ
ら
草
を
取
る

　
　
　
　
（『
大
富
士
』
第
十
七
巻
第
九
号　

昭
和
二
十
二
年
九
月
号　
一
三
頁
）

　

昭
和
二
十
二
年
一
月
の
投
句
か
ら
『
大
富
士
』
に
復
帰
し
た
椿
年
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
投
句
も
昭
和
二
十
四
年
七
月
の
作
品
投
句
（『
大
富
士
』
第
十
九
巻

第
十
号　

昭
和
二
十
四
年
十
月
号
）
を
も
っ
て
暫
く
休
止
さ
れ
た
。

　
　

暮
の
波
木
槿
花
瓣
合
わ
せ
あ
ふ　
　
　
　
　
　
　
（
五
頁
）

　
　

迎
火
や
稻
の
葉
先
に
出
で
し
虫　
　
　
　
　
　
　
（
一
三
頁
）

　
　
　
　

 （『
大
富
士
』
第
十
九
巻
第
十
号　

昭
和
二
十
四
年
十
月
号　

大
富
士

句
帖　

古
見
豆
人
選
）

　

次
に
、
再
び
復
帰
し
た
の
は
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
七
月
か
ら
で

あ
っ
た
と
い
う
主
旨
を
以
前
の
稿
で
は
記
し
た
が
、
見
落
と
し
て
い
た
投
句
が

前
年
の
三
月
号
に
あ
っ
た
。
そ
の
前
年
昭
和
二
十
七
年
三
月
号
の
『
大
富
士
』

第
二
十
二
巻
第
三
号
「
大
裾
野
」
古
見
豆
人
選
五
頁
に
、
椿
年
の
句
が
二
句
掲

載
さ
れ
て
い
る
の
を
ご
く
最
近
見
つ
け
た
。『
大
富
士
』
第
二
十
四
巻
第
四
号

（
昭
和
二
十
四
年
四
月
号
）
か
ら
第
二
十
八
巻
第
十
一
号
（
昭
和
三
十
三
年
十

一
月
号
）
ま
で
の
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
戦
後
刊
行
分
が
、
日
本
の
古
本
屋
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
売
り
に
出
て
い
る
の
を
見
つ
け
、
急
ぎ
入
手
し
た
そ
の
成
果

で
あ
る
。
椿
年
年
譜
に
追
加
修
正
が
必
要
で
あ
る
。

　
　

除
夜
の
鐘
時
計
を
捲
い
て
座
に
戻
る

　
　

日
は
午
な
り
御
慶
着
の
ま
ゝ
牛
に
餌
を

　
　
　
　

 （『
大
富
士
』
第
二
十
二
巻
第
三
号　

昭
和
二
十
七
年
三
月
号　

大
裾

野　

古
見
豆
人
選　

五
頁
）

　

こ
の
二
句
は
、
椿
年
の
『
句
集　

老
稚
』
に
も
再
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
第
二

句
は
い
か
に
も
椿
年
ら
し
い
正
月
の
秀
句
で
あ
る
。
同
様
に
、『
大
富
士
』
第

二
十
二
巻
第
八
号
（
昭
和
二
十
七
年
八
月
号
）
に
、
親
交
の
あ
っ
た
前
田
岳
人

に
よ
る
「
足
柄
吟
行
」
と
い
う
記
事
が
あ
り
、
そ
の
記
事
も
追
記
し
て
補
足
す

る
。
そ
の
記
事
の
冒
頭
に
椿
年
の
こ
と
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
　

四
月
十
九
日
句
會
尻
で
明
日
の
吟
行
参
加
を
募
り
虹
人
、
沐
人
、
椿
年
、

浄
雨
子
、
月
峰
、
の
賛
意
を
得
た
。
虹
人
沐
人
両
氏
は
岳
人
居
に
泊
つ
た
。

師
と
虹
人
は
前
夜
の
疲
れ
を
も
の
と
も
せ
ず
起
き
出
し
て
朝
食
を
共
に
し
九

時
集
合
の
役
場
前
に
急
い
だ
。
途
中
椿
年
氏
が
現
れ
今
日
は
親
類
が
結
婚
式

準
備
に
来
て
呉
れ
と
の
事
で
断
り
に
熊
々
敷
町
の
道
を
追
い
か
け
て
来
ら
れ

た
。
是
れ
も
や
む
を
得
な
い
。 

（
前
田
、
一
九
五
二
、
二
四
頁
）

　

古
見
豆
人
師
が
若
葉
の
頃
、
思
い
が
け
ず
（
小
山
の
）
句
会
に
来
訪
し
た
事

を
吟
じ
た
作
句
時
期
が
特
定
で
き
に
く
い
作
品
が
『
大
富
士
』
第
二
十
四
巻
第

十
一
号
（
昭
和
二
十
九
年
十
一
月
号
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
昭
和
二
十

七
年
四
月
十
九
日
に
小
山
町
で
開
催
さ
れ
た
句
会
の
椿
年
の
句
と
考
え
る
の

は
、
自
然
な
推
定
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　

来
ぬ
と
き
め
し
師
が
来
て
句
座
の
風
薫
る

　
　
　
　

 （『
大
富
士
』
第
二
十
四
巻
第
十
一
号　

昭
和
二
十
九
年
十
一
月
号　

大
裾
野　

古
見
豆
人
選　

一
二
頁
）

　

こ
の
句
が
掲
載
さ
れ
た
昭
和
二
十
九
年
五
月
二
十
三
日
に
は
、
足
柄
峠
に
建

立
さ
れ
た
「
春
風
は
幼
け
な
き
日
の
匂
ひ
か
や
」
の
句
を
刻
ん
だ
豆
人
句
碑
の

除
幕
式
と
記
念
句
会
が
、
足
柄
峠
で
催
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
こ
の
椿
年
の
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風
薫
る
の
句
は
、
季
節
の
一
致
か
ら
漠
然
と
そ
の
折
の
句
会
を
吟
じ
た
句
と
捉

え
や
す
い
が
、
大
富
士
俳
句
会
挙
げ
て
の
記
念
句
会
に
「
来
ぬ
と
き
め
し
師
が

来
て
」
つ
ま
り
豆
人
師
は
来
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
お
い
で
に

な
っ
て
句
会
が
盛
り
上
が
っ
た
と
い
う
趣
の
句
会
と
し
て
は
趣
旨
に
そ
ぐ
わ
な

い
。
ち
な
み
に
、『
大
富
士
』
第
二
十
四
巻
第
七
号
（
昭
和
二
十
九
年
七
月

号
）
は
、
こ
の
句
碑
除
幕
式
と
記
念
句
会
の
特
集
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
（
同

誌
一
頁
〜
五
頁
）。
む
し
ろ
、
そ
の
二
年
前
の
昭
和
二
十
七
年
四
月
十
九
日
に

豆
人
師
が
小
山
町
に
開
か
れ
た
句
会
で
椿
年
が
吟
じ
た
句
を
後
に
『
大
富
士
』

に
投
句
し
た
と
考
え
る
の
が
、
椿
年
の
作
風
か
ら
考
え
る
と
自
然
で
あ
ろ
う
。

　

ち
な
み
に
、
足
柄
峠
の
豆
人
句
碑
除
幕
式
の
記
念
句
会
に
は
、
多
く
の
大
富

士
縁
故
の
俳
人
、
選
者
・
同
人
・
誌
友
が
列
を
連
ね
て
い
た
が
、
そ
の
記
念
句

会
で
椿
年
が
吟
じ
、
古
見
豆
人
選
の
「
矚
目
雑
詠
」
の
部
で
佳
作
と
な
っ
た
の

は
次
の
句
で
あ
っ
た
。

　
　

富
士
か
ら
の
薫
風
句
碑
の
座
を
め
ぐ
る

　
　
　
　

 （『
大
富
士
』
第
二
十
四
巻
第
七
号　

昭
和
二
十
九
年
七
月
号　

矚
目

雑
詠　

古
見
豆
人
選　

佳
作　

四
頁
）

　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
翌
年
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
五
月
六
日
、
椿
年
に
妻

す
み
と
の
永
久
の
別
れ
が
訪
れ
た
。
行
年
六
十
九
歳
で
当
時
と
し
て
は
、
十
分

天
寿
を
全
う
し
た
と
い
え
る
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
特
別
な
長
寿

者
と
し
て
残
さ
れ
た
椿
年
の
人
生
は
な
お
三
十
年
余
り
あ
っ
た
。

　
　
　

老
妻
没
す　

三
句

　
　

う
な
づ
け
ど
目
は
う
つ
ろ
な
り
南
風
に
灯
す

　
　

子
の
孫
の
泣
く
を
制
し
て
南
風
に
佇
つ

　
　

師
よ
り
の
悼
句
南
風
の
線
香
つ
ぎ
足
し
ぬ

　
　
　
　
（『
大
富
士
』
第
二
十
五
巻
第
七
号　

昭
和
三
十
年
七
月
号
）

　

五
月
は
妻
す
み
の
一
周
忌
で
あ
る
が
、
こ
の
頃
『
大
富
士
』
に
投
句
さ
れ
た

次
の
二
句
は
、
妻
す
み
と
の
思
い
出
の
句
で
あ
ろ
う
。
松
本
椿
年
（
傳
次
郎
）

が
す
み
と
婚
姻
を
し
た
の
は
、
明
治
四
十
一
年
か
ら
四
十
二
年
（
一
九
〇
八
年

〜
一
九
〇
九
年
）
頃
で
、
入
籍
は
明
治
四
十
三
年
十
月
、
翌
十
一
月
に
長
女
イ

マ
が
誕
生
し
て
い
る
の
で
、
い
ず
れ
も
こ
の
頃
の
光
景
を
吟
じ
た
句
で
あ
ろ
う
。

　
　

辛
夷
咲
く
や
畑
尻
に
あ
る
鍬
二
丁 

（『
句
集　

老
稚
』
七
一
頁
）

　
　
　
　

 （『
大
富
士
』
第
二
十
六
巻
第
七
号　

昭
和
三
十
一
年
七
月
号　

大
裾

野　

八
頁
）

　
　

身
重
な
る
妻
燕
の
巣
見
上
げ
け
り

　
　
　
　

 （『
大
富
士
』
第
二
十
六
巻
第
八
号　

昭
和
三
十
一
年
八
月
号　

大
裾

野　

六
頁
）

　

第
一
句
は
、『
句
集　

老
稚
』
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
微
か
な
情
感
の
漂
う

い
か
に
も
椿
年
ら
し
い
秀
句
で
あ
る
。
第
一
句
は
年
譜
か
ら
見
る
と
、
す
み
と

新
居
で
生
活
を
始
め
た
明
治
四
十
一
年
か
ら
四
十
二
年
頃
の
新
婚
間
も
な
い

頃
、
あ
る
い
は
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
九
月
は
分
家
を
し
、
自
分
の
田
畑
を

持
つ
こ
と
に
な
る
の
で
、
あ
る
い
は
翌
年
の
春
頃
の
光
景
で
あ
る
可
能
性
も
あ

る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
妻
す
み
の
亡
く
な
っ
た
翌
年
に
投
句
を
し
て
い
る
の

で
、
そ
の
頃
浮
か
ん
だ
亡
き
妻
の
思
い
出
を
、
そ
の
ま
ま
作
句
し
た
新
作
と
考

え
る
か
、
若
い
時
の
原
句
が
あ
り
、
そ
れ
を
改
作
し
た
も
の
か
は
判
断
で
き
な

い
。
た
だ
、
鍬
二
丁
と
い
う
表
現
は
、
そ
れ
で
二
人
で
畑
を
耕
し
て
い
る
二
人

が
あ
り
、
鍬
を
置
い
て
、
耕
作
の
途
中
で
休
憩
し
て
い
る
若
い
二
人
の
男
女
を
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想
像
さ
せ
る
と
い
う
熟
練
し
た
表
現
技
法
か
ら
は
、
明
治
末
か
ら
大
正
初
期
の

二
十
代
の
椿
年
の
作
と
し
て
は
熟
練
し
過
ぎ
て
い
る
と
捉
え
る
な
ら
ば
、
や
は

り
辛
夷
の
花
や
あ
る
い
は
実
際
に
畑
隅
に
置
か
れ
て
い
た
鍬
か
ら
、
若
き
日
の

二
人
の
光
景
を
思
い
出
し
て
吟
じ
た
と
考
え
る
方
が
、
自
然
で
あ
ろ
う
。
第
二

句
は
ず
っ
と
素
朴
な
表
現
な
の
で
、
あ
る
い
は
若
き
日
の
原
句
が
あ
り
、
そ
れ

を
少
し
手
を
加
え
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
て
お
か
し
く
な
い
程
、
写
実
的
な
描

写
で
作
句
さ
れ
て
い
る
が
、
妻
の
亡
く
な
っ
た
後
、
燕
が
巣
を
作
っ
て
い
る
の

を
み
て
、
思
い
出
し
た
若
き
日
の
妻
の
姿
の
句
と
す
る
と
、
な
お
深
奥
に
悲
し

み
を
秘
め
た
椿
年
の
痛
々
し
い
心
情
の
句
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ

な
い
。

　

こ
の
年
の
『
大
富
士
』
十
一
月
号
に
、
お
盆
の
迎
え
火
の
句
が
あ
る
。
妻
す

み
が
亡
く
な
っ
た
翌
年
の
句
と
考
え
る
と
、
こ
の
句
が
伝
え
る
椿
年
の
微
妙
な

心
情
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
。「
草
風
」
と
い
う
語
句
は
「
爽
風
」
と
同
義
で
使

わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
悲
し
み
か
ら
少
し
立
ち
直
っ
て
き
た

椿
年
の
心
境
を
伝
え
る
句
で
あ
ろ
う
。

　
　

一
と
筋
の
草
風
立
て
り
門
火
焚
く

　
　
　
　

 （『
大
富
士
』
第
二
十
六
巻
第
十
一
号　

昭
和
三
十
一
年
十
一
月
号　

大
裾
野　

古
見
豆
人
選　

八
頁
）

　

こ
の
昭
和
初
期
か
ら
戦
後
に
亘
る
椿
年
の
投
句
活
動
の
中
心
で
あ
っ
た
『
大

富
士
』
も
、
昭
和
三
十
三
年
十
一
月
二
十
二
日
、
主
宰
古
見
豆
人
の
急
逝
に
よ

り
、
第
二
十
八
巻
第
十
一
号
（
昭
和
三
十
三
年
十
一
月
号
）
を
も
っ
て
廃
刊
と

な
っ
た
。
椿
年
が
俳
誌
の
世
界
に
復
帰
し
て
か
ら
、
わ
ず
か
五
年
の
歳
月
が
流

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
『
大
富
士
』
は
、
古
見
豆
人
の
門
人
の
一
人
、
小
笠
原
龍
人
が
、『
大

富
士
』
の
後
継
誌
と
し
て
、
俳
誌
『
塔
』
を
創
刊
し
、
塔
俳
句
会
を
起
こ
し
た

（
小
笠
原
、
一
九
七
四
）。
そ
の
創
刊
間
も
な
い
頃
か
ら
、『
塔
』
の
同
人
と

な
っ
た
。

　

俳
誌
『
塔
』
は
、
椿
年
の
遺
品
と
し
て
松
本
家
に
残
さ
れ
て
い
る
俳
句
誌
に

二
号
分
が
現
存
し
て
い
る
。
第
十
一
巻
第
十
一
号
（
昭
和
四
十
四
年
十
一
月

号
）
と
、
第
二
十
五
巻
第
九
号
（
昭
和
四
十
七
年
九
月
号
）
の
二
号
の
み
で
あ

り
、
そ
の
俳
誌
へ
の
椿
年
の
投
句
状
況
は
当
初
判
然
と
し
な
か
っ
た
。

　

俳
誌
『
塔
』
は
、
公
益
法
人
俳
人
協
会
が
運
営
す
る
俳
句
文
学
館
に
、
初
期

の
刊
行
巻
号
か
ら
、
多
く
の
巻
号
が
収
集
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
第
一
巻
第
十
号

（
昭
和
三
十
四
年
十
月
号
）
の
一
号
を
除
け
ば
、
比
較
的
継
続
的
に
収
集
さ
れ

て
い
る
の
は
、
第
五
巻
第
七
号
（
昭
和
三
十
八
年
七
月
号
）
以
降
の
巻
号
で
あ

る
が
、
そ
れ
で
も
か
な
り
の
欠
巻
欠
号
が
あ
る
。『
塔
』
の
所
蔵
館
と
し
て
、

埼
玉
県
立
熊
谷
図
書
館
埼
玉
資
料
室
が
、
多
く
の
巻
号
を
所
蔵
し
て
い
る
が
、

第
十
巻
第
一
号
（
昭
和
四
十
三
年
一
月
号
）
以
降
の
も
の
に
限
定
さ
れ
、
し
か

も
同
様
に
、
多
く
の
欠
号
が
あ
る
。
こ
の
二
館
の
所
蔵
す
る
巻
号
か
ら
、
椿
年

の
掲
載
句
の
資
料
を
作
成
し
た
。

　

日
本
の
古
本
屋
と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、
欠
号
を
探
し
て
見
た
と
こ
ろ
、

偶
然
創
刊
号
を
見
つ
け
購
入
し
た
。
た
だ
し
、
小
笠
原
龍
人
が
余
程
急
い
で
創

刊
し
た
た
め
か
、
大
富
士
同
人
の
句
は
少
な
く
、
椿
年
や
周
辺
の
俳
人
の
掲
載

句
は
な
か
っ
た
（
宮
川
、
二
〇
一
七
）。
日
本
俳
句
文
学
館
の
欠
号
と
な
っ
て

い
る
第
一
巻
第
十
一
号
（
昭
和
三
十
四
年
十
一
月
号
）
〜
第
二
巻
第
二
号
（
昭

和
三
十
五
年
三
月
号
）
の
継
続
し
た
四
号
分
が
売
り
に
出
て
い
る
の
を
発
見
し

購
入
し
た
。
こ
の
わ
ず
か
四
号
分
の
欠
号
入
手
で
あ
る
が
、
や
は
り
年
譜
の
上

で
重
要
な
出
来
事
が
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
購
入
巻
号
で
、
松
本
椿
年
の
年

譜
に
関
わ
る
事
項
、
あ
る
い
は
椿
年
の
掲
載
句
に
つ
い
て
は
、
宮
川
（
二
〇
二

〇
）
で
詳
細
な
分
析
報
告
を
行
っ
た
。
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そ
の
第
一
巻
第
十
一
号
（
昭
和
三
十
四
年
十
一
月
号
）
は
『
豆
人
先
生
一
周

忌
追
悼
号
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、「
特
集　

豆
人
先
生

の
思
い
出
」
欄
が
あ
り
、
九
人
の
同
人
が
エ
ッ
セ
イ
を
寄
せ
て
い
る
。

　
『
塔
』
第
一
巻
第
十
一
号
追
悼
号
「
水
煙
集　

同
人
作
品
」（
二
〇
頁
）
に
寄

せ
た
椿
年
の
句
は
、
五
句
で
あ
っ
た
。
第
一
句
は
、
山
芋
（
自
然
薯
）
掘
り
の

名
人
で
、
そ
の
収
穫
を
人
に
差
し
上
げ
て
喜
ば
せ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
伝
え

ら
れ
る
い
か
に
も
椿
年
ら
し
い
句
で
あ
る
。
豆
人
が
小
山
町
に
在
住
し
、
毎
月

の
よ
う
に
開
か
れ
て
い
た
大
富
士
句
会
で
、
椿
年
が
山
か
ら
採
っ
て
き
た
自
然

薯
で
作
っ
た
薯
蕷
汁
飯
を
振
る
舞
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
折
の
亡
き
豆
人
師

の
思
い
出
を
句
に
残
し
た
作
品
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　

追
憶

　
　

と
ろ
ゝ
飯
亡
き
師
の
記
録
十
二
椀

　
　

亡
き
師
へ
の
追
憶
う
す
れ
獺
祭
忌

　
　

ス
テ
ッ
キ
に
よ
り
来
し
友
や
獺
祭
忌 

（『
句
集　

老
稚
』
一
八
四
頁
）

　
　

子
規
の
忌
や
小
康
を
得
て
句
座
尻
に 

（『
句
集　

老
稚
』
一
八
四
頁
）

　
　

糸
瓜
忌
や
師
の
記
憶
新
た
に
す

　
　
　
　

 （『
塔
』
第
一
巻
第
十
一
号　

昭
和
三
十
四
年
十
一
月
号　

水
煙
集　

同
人
作
品　

二
〇
頁
）

　

椿
年
の
『
塔
』
へ
の
投
句
は
最
晩
年
の
昭
和
五
十
九
年
一
月
号
第
二
十
六
巻

第
一
号
（
通
巻
三
〇
〇
号
）
ま
で
続
き
、
最
も
継
続
的
な
投
句
期
間
が
長
い
俳

誌
で
あ
っ
た
。

　
『
大
富
士
』『
塔
』
と
と
も
に
、
椿
年
が
多
く
の
作
品
を
投
句
し
た
俳
誌
は
、

原
田
濱
人
が
主
宰
し
た
『
み
づ
う
み
』（
み
づ
う
み
発
行
所
）
で
あ
っ
た
。

　
『
み
づ
う
み
』
へ
の
投
句
は
、
原
田
濱
人
の
門
人
で
も
あ
っ
た
湯
山
素
鷗
や

湯
山
逸
素
ら
の
奨
め
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
椿
年
の
『
み
づ
う
み
』

へ
の
作
品
掲
載
は
、
第
二
五
六
号
（
昭
和
三
十
六
年
五
月
号
）
か
ら
で
あ
り
、

昭
和
五
十
八
年
十
一
月
の
第
五
二
六
号
の
竿
頭
欄
四
句
（
四
頁
）
で
終
結
し
て

い
る
。『
塔
』
と
並
び
、
最
晩
年
ま
で
の
か
な
り
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
投
句

さ
れ
た
俳
誌
と
な
っ
た
。

　

こ
の
俳
誌
ば
か
り
は
、
昭
和
三
十
六
年
五
月
号
（
第
二
五
六
号
）
か
ら
昭
和

五
十
八
年
十
一
月
号
（
第
五
二
六
号
）
ま
で
か
な
り
の
巻
号
が
遺
品
と
し
て
保

存
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
遺
品
も
多
く
の
欠
号
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
欠
号
に
つ
い

て
俳
句
文
学
館
所
蔵
の
閲
覧
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
『
み
づ
う
み
』
に
つ
い
て

も
、
昭
和
五
十
八
年
十
一
月
号
ま
で
の
閲
覧
収
集
作
業
を
行
っ
た
。
た
だ
し
、

日
本
俳
句
文
学
館
所
蔵
の
『
み
づ
う
み
』
は
、
第
五
〇
八
号
（
昭
和
五
十
七
年

五
月
号
）
〜
第
五
七
三
号
（
昭
和
六
十
二
年
十
月
号
）
ま
で
欠
号
と
な
っ
て
お

り
、
椿
年
の
『
み
づ
う
み
』
掲
載
句
は
、
遺
品
と
し
て
残
さ
れ
て
い
た
第
五
二

六
号
（
昭
和
五
八
年
十
一
月
号　

竿
頭
欄　

四
頁
）
の
掲
載
句
を
最
後
と
し
て

以
後
確
認
が
で
き
な
い
。

　

昭
和
三
十
年
代
は
、
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
年
）
五
月
の
妻
す
み
と
の
死

別
か
ら
始
ま
り
、
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
年
）
十
一
月
の
俳
句
の
師
古
見

豆
人
の
急
逝
、
昭
和
三
十
九
年
一
月
孫
娘
京
子
の
婚
姻
、
三
月
の
俳
人
湯
山
素

鷗
の
死
、
七
月
の
椿
年
の
喜
寿
の
祝
と
慶
弔
様
々
な
出
来
事
で
終
わ
っ
て
い

る
。

　

昭
和
四
十
年
代
の
椿
年
年
譜
に
記
載
し
た
出
来
事
と
作
品
は
、
宮
川
（
二
〇

一
九
）
で
ま
と
め
て
い
る
。
昭
和
四
十
年
三
月
の
湯
山
素
鷗
の
一
周
期
追
善
句

会
、
同
年
九
月
嗣
子
辰
雄
の
病
死
と
い
う
更
に
痛
ま
し
い
出
来
事
で
始
ま
っ

た
。

　
　

素
鷗
忌
の
句
碑
に
ゆ
ら
ゆ
ら
花
の
影
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三
六

　
　

花
冷
や
句
碑
に
た
つ
ぷ
り
手
向
け
酒 

（『
句
集　

老
稚
』
三
一
頁
）

　
　
　
　

 （『
み
づ
う
み
』
第
三
一
〇
号　

昭
和
四
十
年
十
一
月
号　

み
づ
う
み

俳
句　

濵
人
選　

八
頁
）

　

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
四
月
に
古
見
豆
人
師
が
椿
年
の
母
校
駿
東
郡
小
山

町
立
成
美
尋
常
高
等
小
学
校
長
と
し
て
着
任
し
、
直
後
に
起
こ
し
た
あ
ゆ
み
吟

社
（
句
会
）
以
来
の
俳
句
仲
間
で
、
飴
屋
と
い
う
屋
号
の
お
菓
子
屋
さ
ん
の
ご

主
人
で
、
そ
の
二
階
で
毎
月
句
会
が
開
か
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
、
長
い
付

き
合
い
の
湯
山
素
鴎
の
一
周
忌
の
句
で
あ
る
。
ま
た
、
次
の
句
は
、
嗣
子
辰
雄

と
の
死
別
の
句
で
あ
る
。

　
　
　

嗣
子
淋
巴
腺
肉
腫
に
て
逝
く

　
　

秋
冷
の
耳
寄
せ
聴
く
や
吾
子
の
声 
（『
句
集　

老
稚
』
二
一
二
頁
）

　
　

慟
哭
を
耐
へ
寄
る
白
壁
の
冷 
（『
句
集　

老
稚
』
二
一
三
頁
）

　
　

コ
ス
モ
ス
を
押
し
や
り
て
張
る
葬
幕 

（『
句
集　

老
稚
』
二
〇
四
頁
）

　
　

鶏
頭
や
う
つ
ろ
心
に
一
ト
七
日

　
　

線
香
の
煙
露
け
く
地
を
這
え
る 

（『
句
集　

老
稚
』
一
六
七
頁
）

　
　
　
　

 （『
み
づ
う
み
』
第
三
一
二
号　

昭
和
四
十
一
年
一
月
号　

み
づ
う
み

俳
句　

濵
人
選　

七
頁
・
九
頁
）

　

そ
の
五
年
後
の
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）『
句
集　

老
稚
』
の
刊
行
。

こ
の
句
集
に
は
、
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
十
歳
頃
か
ら
昭
和
四
十
四
年

（
一
九
六
九
）
頃
ま
で
の
大
凡
七
十
年
間
に
亘
る
七
百
四
十
八
句
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
『
句
集　

老
稚
』
秋
の
部
末
尾
の
十
五
句
で
あ
る
。

　
　
　

嗣
子
国
立
千
葉
病
院
に
逝
く　

十
五
句

　
　

秋
冷
え
の
ベ
ツ
ト
絶
望
の
鼾
な
る

　
　

身
に
入
む
や
父
た
る
吾
も
莫
た
る
か

　
　

秋
冷
や
途
切
れ
途
切
れ
と
な
り
し
脈

　
　

秋
冷
え
や
耳
よ
せ
聞
く
も
語
に
な
ら
ず

　
　

身
に
入
む
や
血
脈
こ
こ
に
絶
え
ん
と
す

　
　

泣
く
ま
じ
と
寄
る
壁
白
し
昼
の
虫

　
　

慟
哭
を
耐
へ
廊
下
の
冷
え
に
出
し

　
　

千
葉
の
空
暮
秋
の
色
に
低
き
哉

　
　

屋
上
の
一
草
露
も
乾
き
居
り

　
　

安
置
室
昼
の
灯
白
く
冷
や
や
か
に

　
　

秋
の
風
名
な
き
位
牌
に
香
を
焚
く

　
　

露
の
世
の
定
め
か
老
を
残
し
逝
く

　
　

先
逝
く
も
後
逝
く
も
皆
露
け
し
や

　
　

大
野
分
去
り
た
る
如
し
家
の
中

　
　

子
は
遠
く
虚
空
に
秋
の
日
は
沈
む

　
　
　
　
（『
句
集　

老
稚
』
二
一
一
〜
二
一
六
頁
）

　

昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
様
々
な
出
来
事
が
起

き
た
。
七
月
十
二
日
に
は
小
山
町
大
水
害
と
呼
ば
れ
る
近
く
の
農
業
用
貯
水
池

の
中
島
ダ
ム
が
大
雨
で
決
壊
し
、
丹
精
を
込
め
て
世
話
を
し
て
い
た
田
畑
が
大

き
な
被
害
を
受
け
た
。
農
夫
と
し
て
の
椿
年
の
そ
の
落
胆
ぶ
り
は
、
次
の
三
句

か
ら
も
伺
え
る
。

　
　

水
見
舞
鼻
つ
ま
ら
せ
て
語
ら
れ
し

　
　
　
　

 （『
塔
』
第
十
五
巻
第
四
号　

昭
和
四
十
八
年
四
月
号　

塔
俳
句　

小

笠
原
龍
人
選　

八
頁
）
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七

　
　

田
も
畑
も
川
原
と
な
り
て
虫
す
だ
く

　
　

決
潰
の
ダ
ム
底
幽
し
尽
の
虫

　
　
　
　

 （『
塔
』
第
十
五
巻
第
四
号　

昭
和
四
十
八
年
四
月
号　

水
煙
集　

同

人
作
品　

三
四
頁
）

　

そ
の
翌
月
八
月
四
日
に
は
、
俳
誌
『
み
づ
う
み
』
の
主
宰
原
田
濵
人
が
没
す

る
。
葬
儀
は
濵
人
の
住
ん
で
い
た
浜
松
で
行
わ
れ
た
が
、
前
月
の
水
害
の
後
片

付
け
が
終
わ
っ
て
い
た
か
も
分
か
ら
な
い
折
で
あ
り
、
そ
の
葬
儀
に
参
列
で
き

た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
頃
の
作
句
と
考
え
ら
れ
る
句
が
『
み
づ

う
み
』
第
三
九
五
号　

昭
和
四
十
七
年
十
二
月
号
「
蛍
雪
欄
（
十
二
月
号
）」

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
二
人
の
選
者
佐
野
瓢
雨
と
、
原
田
濵
人
の
子
息
原
田
喬

が
同
時
に
選
ん
で
い
る
句
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
濵
人
師
の
葬
儀
の
折
の
寺
の

境
内
の
景
色
を
吟
じ
た
句
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
句
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
法

師
蝉
は
つ
く
つ
く
ぼ
う
し
の
こ
と
で
あ
る
が
、
頭
に
僧
侶
の
意
を
も
つ
法
師
を

冠
し
た
蝉
で
あ
り
、
ま
た
参
道
と
あ
る
。

　
　

参
道
の
洩
日
地
に
し
む
法
師
蝉

　
　
　
　

 （『
み
づ
う
み
』
第
三
九
五
号　

昭
和
四
十
七
年
十
二
月
号　

蛍
雪
欄

（
十
二
月
号
）
佐
野
瓢
雨
選　

三
四
頁　

原
田
喬
選　

三
五
頁
）

　

ま
た
、
不
幸
な
こ
と
や
弔
事
ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
の
月
五
人
目
の
曾
孫
が

生
ま
れ
て
い
る
。
内
孫
で
あ
る
奈
美
江
の
次
男
の
誕
生
で
あ
っ
た
。

　

昭
和
四
十
年
代
の
終
わ
り
は
、
昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
三
月
の
同
年

齢
の
俳
句
仲
間
前
田
岳
人
が
天
寿
を
全
う
し
た
。
椿
年
、
岳
人
と
も
八
十
五
歳

と
な
っ
て
い
た
。
椿
年
の
悲
嘆
ぶ
り
は
次
の
『
み
づ
う
み
』
掲
載
の
五
句
か
ら

推
測
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
五
句
は
、
椿
年
九
十
四
歳
と

な
っ
た
、
最
晩
年
の
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
四
月
に
刊
行
し
た
『
第
二

句
集　

限
界
』
春
の
部
の
末
尾
「
岳
人
逝
く
五
句
」（
七
九
〜
八
〇
頁
）
に
一

部
字
句
に
手
を
加
え
て
、
掲
載
し
て
い
る
。

　
　

道
穴
の
囲
い
朧
に
通
夜
帰 

（『
第
二
句
集　

限
界
』
七
九
頁
）

　
　

吾
に
も
の
言
ひ
た
げ
遺
影
冴
返
り 

（『
第
二
句
集　

限
界
』
七
九
頁
）

　
　

次
に
逝
く
は
吾
か
や
春
の
雲
仰
ぐ 

（『
第
二
句
集　

限
界
』
八
〇
頁
）

　
　

春
時
雨
来
そ
う
な
風
や
花
輪
ゆ
る 

（『
第
二
句
集　

限
界
』
八
〇
頁
）

　
　

花
冷
の
土
か
け
永
遠
の
別
れ
か
な 

（『
第
二
句
集　

限
界
』
八
〇
頁
）

　
　
　
　

 （『
み
づ
う
み
』
第
四
〇
二
号　

昭
和
四
十
八
年
七
月
号　

竿
頭
欄

（
一
）　

二
六
〜
二
七
頁
）

　

昭
和
四
十
九
年
三
月
、
椿
年
米
寿
の
祝
。
満
八
十
六
歳
と
な
り
、
孫
や
曽
孫

に
囲
ま
れ
、
平
穏
な
最
晩
年
を
象
徴
す
る
出
来
事
と
な
っ
た
。

　
　

子
孫
曽
孫
う
ら
ら
か
に
顔
を
揃
え
け
り

　
　
　
　

 （『
塔
』
第
十
六
巻
第
八
号　

昭
和
四
十
九
年
八
月
号　

塔
俳
句　

小

笠
原
龍
人
選　

八
頁
）

　

ま
た
、
そ
の
年
の
十
二
月
に
は
、
み
づ
う
み
小
山
支
部
に
よ
る
松
本
椿
年
翁

米
寿
祝
賀
句
会
が
藤
曲
公
民
館
（
十
二
月
一
日
）
で
開
催
さ
れ
た
（
岩
田
、
一

九
七
一
）。
そ
の
句
会
で
吟
じ
た
句
。

　
　

霜
濃
ゆ
く
降
り
し
ゆ
ふ
べ
の
焚
火
跡

　
　
　
　

 （『
み
づ
う
み
』
第
四
二
一
号　

昭
和
五
十
年
二
月
号　

小
山
支
部　
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三
八

「
松
本
椿
年
翁
米
寿
祝
賀
句
会
の
記
」　

三
二
頁
）

　

穏
や
か
な
昭
和
四
十
年
代
の
終
わ
り
と
、
椿
年
の
超
高
齢
期
の
訪
れ
で
あ
っ

た
。

　

昭
和
五
十
年
代
前
半
昭
和
五
十
六
年
頃
ま
で
の
主
な
出
来
事
と
作
品
は
、
前

稿
（
宮
川
、
二
〇
二
一
）
で
記
載
し
た
。
超
高
齢
期
と
な
っ
た
椿
年
の
最
晩
年

に
は
、
比
較
的
平
穏
な
日
々
が
訪
れ
て
い
た
。

　
　

荒
波
を
ぬ
け
し
米
寿
の
初
日
の
出

　
　
　
　

 （『
み
づ
う
み
』
第
四
二
〇
号　

昭
和
五
十
年
一
月
号　

頌
春　

名
刺

交
換　

四
〇
頁
）

　
　

冬
耕
や
苦
悩
の
眉
を
空
に
向
け

　
　
　
　

 （『
塔
』
第
十
七
巻
第
三
号　

昭
和
五
十
年
三
月
号　

水
煙
集　

同
人

作
品　

二
八
頁
）

　

昭
和
五
十
年
初
頭
の
句
で
あ
る
。『
み
づ
う
み
』
一
月
号
に
は
「
名
刺
交

換
」
と
い
う
欄
が
あ
り
、
同
誌
の
同
人
・
誌
友
が
年
賀
状
の
よ
う
に
念
頭
の
挨

拶
を
一
句
で
述
べ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
前
年
に
米
寿
の
祝
い
を
済
ま
せ
、
こ
の

年
満
八
十
八
歳
に
な
る
椿
年
の
年
頭
の
句
で
あ
る
。
荒
波
を
抜
け
て
き
た
の

は
、
日
の
出
と
い
う
よ
り
、
椿
年
の
人
生
そ
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
第
二
句
冬
耕

の
句
は
、
さ
す
が
に
高
齢
で
冬
季
の
農
作
業
が
き
つ
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
自

ら
の
老
い
の
姿
を
吟
じ
て
い
る
。

　

こ
の
年
の
九
月
、『
み
づ
う
み
』
を
起
こ
し
た
原
田
濵
人
の
長
男
で
、
シ
ベ

リ
ア
抑
留
と
昭
和
の
恋
多
き
俳
人
と
し
て
知
ら
れ
る
原
田
喬
が
俳
誌
『
椎
』
を

創
刊
、
誘
い
を
受
け
て
同
人
参
加
。
こ
の
『
椎
』
が
、
最
晩
年
の
最
後
ま
で
投

句
を
続
け
た
俳
誌
と
な
っ
た
。
そ
の
創
刊
号
に
掲
載
さ
れ
た
三
句
。
第
一
句
植

う
る
田
の
句
は
、
い
か
に
も
椿
年
ら
し
い
句
で
あ
る
。
田
植
え
を
す
る
田
の
一

角
そ
れ
ぞ
れ
に
富
士
山
の
雲
が
映
っ
て
い
る
と
い
う
句
。
第
二
句
は
恐
ろ
し
い

雹
が
降
っ
た
後
の
ほ
っ
と
し
た
小
さ
な
ス
ポ
ッ
ト
を
吟
じ
た
句
で
あ
る
。
栗
の

花
の
咲
く
初
夏
に
亡
く
な
っ
た
高
齢
者
の
葬
儀
は
、
高
齢
者
ば
か
り
と
い
う
光

景
を
そ
の
ま
ま
素
直
に
作
品
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　

植
う
る
田
の
一
角
富
士
の
雲
落
と
す

　
　

雹
蒼
く
解
け
つ
つ
草
の
根
に
溜
る

　
　

会
葬
者
老
人
多
し
栗
の
花

　
　
　
　

 （『
椎
』
第
一
号　

創
刊
号　

昭
和
五
十
年
九
月　

椎
集　

原
田
喬
選　

二
二
頁
）

　

昭
和
五
十
年
の
秋
耕
の
句
で
あ
る
が
、
加
齢
で
疲
れ
や
す
く
は
な
っ
て
い
る

が
、
そ
れ
で
も
ま
だ
農
夫
と
し
て
現
役
で
あ
る
。

　
　

鰯
雲
鍬
突
立
て
て
背
を
伸
ば
す

　
　
　
　

 （『
塔
』
第
十
八
巻
第
一
号　

昭
和
五
十
一
年
一
月
号　

塔
俳
句　

小

笠
原
龍
人
選　

一
八
頁
）

　
　

い
み
じ
く
も
知
事
杯
賜
う
天
高
し

　
　
　
　

 （『
塔
』
第
十
八
巻
第
二
号　

昭
和
五
十
一
年
二
月
号　

塔
俳
句　

小

笠
原
龍
人
選　

一
一
頁
）

　

ま
た
、
こ
の
年
の
十
一
月
に
は
静
岡
県
知
事
杯
を
受
け
た
。
こ
れ
が
、
特
別

な
高
齢
者
と
い
う
こ
と
か
、
文
化
功
労
と
い
っ
た
表
彰
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
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三
九

椿
年
に
と
っ
て
は
ま
さ
に
格
別
嬉
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

昭
和
五
十
一
年
満
八
十
九
歳
と
な
る
年
で
あ
る
。

　
　

九
十
才
し
か
と
踏
み
立
つ
初
日
影

　
　
　
　

 （『
み
づ
う
み
』
第
四
三
三
号　

昭
和
五
十
一
年
二
月
号　

竿
頭
欄　

四
頁
）

　
　

初
鶏
や
嫁
の
挨
拶
は
ほ
が
ら
か
に

　
　

嫁
一
人
ふ
え
て
ぬ
く
と
し
雑
煮
の
座

　
　
　
　

 （『
塔
』
第
十
八
巻
第
三
号　

昭
和
五
十
一
年
三
月
号　

塔
俳
句　

水

煙
集　

同
人
作
品　

二
六
頁
）

　

内
孫
典
彦
が
前
年
結
婚
し
、
家
族
に
孫
の
嫁
を
加
え
た
正
月
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
こ
ん
な
句
も
、『
塔
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
だ
ま
だ
、
壮
健
な

高
齢
者
で
あ
る
。

　
　

麦
飯
に
育
ち
こ
の
齡
ま
で
生
き
し

　
　
　
　

 （『
塔
』
第
十
八
巻
第
十
号　

昭
和
五
十
一
年
十
月
号　

塔
俳
句　

小

笠
原
龍
人
選　

九
頁
）

　

昭
和
五
十
二
年
椿
年
が
、
満
九
十
歳
と
な
る
年
で
あ
っ
た
。
ま
だ
ま
だ
、
農

夫
と
し
て
は
現
役
で
あ
る
。
ま
た
、
前
年
末
に
生
ま
れ
た
内
曾
孫
の
お
食
い
初

め
や
初
節
句
、
卒
寿
の
祝
と
い
っ
た
長
寿
者
な
ら
で
は
の
慶
事
も
続
い
て
い

る
。
俳
句
仲
間
と
小
山
町
と
中
川
温
泉
や
韮
山
と
い
っ
た
場
所
へ
の
近
距
離
の

小
旅
行
を
す
る
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
壮
健
で
あ
っ
た
。

　
　

元
日
や
客
来
ぬ
畑
を
一
と
ま
わ
り

　
　

確
り
と
楔
を
締
め
て
鍬
始
め

　
　

凍
て
土
の
腕
に
こ
た
え
し
鍬
始
め

　
　
　
　

 （『
み
ず
う
み
』
第
四
四
七
号　

昭
和
五
十
二
年
四
月
号　

竿
頭
欄　

六
頁
）

　
　

春
の
月
児
に
喰
ひ
そ
め
の
茶
碗
買
ふ

　
　
　
　

 （『
塔
』
第
十
九
巻
第
九
号　

昭
和
五
十
二
年
九
月
号　

塔
俳
句　

小

笠
原
龍
人
選　

一
二
頁
）

　
　

よ
ち
よ
ち
と
庭
に
出
し
児
や
鯉
幟

　
　
　
　

 （『
塔
』
第
十
九
巻
第
八
号　

昭
和
五
十
二
年
八
月
号　

水
煙
集　

同

人
作
品　

三
六
頁
）

　
　

卒
寿
皃
五
月
の
風
に
吹
か
れ
立
つ 

（
皃か

お

）　　

　
　
　
　

 （『
み
づ
う
み
』
第
四
五
一
号　

昭
和
五
十
二
年
八
月
号　

竿
頭
欄　

四
頁
）

　
　

温イ
デ

泉ユ

窓
開
け
れ
ば
聞
こ
ゆ
河
鹿
の
音
（
中
川
温
泉
）

　
　
　
　

 （『
塔
』
第
十
九
巻
第
十
号　

昭
和
五
十
二
年
十
月
号　

水
煙
集　

同

人
作
品　

四
七
頁
）

　

中
川
温
泉
は
神
奈
川
県
上
足
柄
郡
山
北
町
に
あ
る
温
泉
で
、
お
そ
ら
く
俳
句

仲
間
と
の
小
旅
行
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
秋
に
は
、
稲
が
猪
に
荒
ら
さ
れ
る
。
ま

た
誰
か
亡
く
な
ら
れ
た
。

　
　

鎌
を
手
に
猪ち
よ

害
の
稲
に
立
ち
つ
く
す
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四
〇

　
　

コ
ス
モ
ス
へ
倒
れ
か
か
り
し
葬
り
旗

　
　

渡
鳥
葬
り
花
輪
に
影
落
と
す

　
　

一
炷
の
香
に
秋
ゆ
く
七
七
忌

　
　
　
　

 （『
塔
』
第
二
十
巻
第
三
号　

昭
和
五
十
三
年
三
月
号　

塔
俳
句　

小

笠
原
龍
人
選　

一
一
頁
）

　

昭
和
五
十
三
年
は
満
九
十
一
歳
と
な
る
年
で
あ
る
。
こ
の
年
の
十
月
に
は
、

『
塔
創
刊
二
十
周
年
合
同
句
集
（
第
三
集
）
玲
泉
』
が
刊
行
さ
れ
、
椿
年
の
作

品
も
四
十
句
掲
載
さ
れ
、
そ
の
半
分
の
二
十
一
句
は
『
第
二
句
集　

限
界
』
に

再
集
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
山
梨
旅
行
も
し
て
い
る
。
至
っ
て
壮
健
で
あ
ろ

う
。

　
　

葡
萄
熟
れ
て
勝
沼
の
空
日
々
に
澄
む 

　
　

葡
萄
棚
洩
る
る
日
筋
の
む
ら
さ
き
に

 

（『
第
二
句
集　

限
界
』
一
七
六
頁
）

　
　
　
　
（『
み
づ
う
み
』
第
四
六
八
号　

昭
和
五
十
四
年
一
月
号
）

　

昭
和
五
十
四
年
は
満
九
十
二
歳
と
な
る
年
で
あ
る
。『
み
づ
う
み
』
一
月
号

年
頭
の
句
で
あ
る
。
碌
々
と
の
句
は
、
こ
の
年
九
十
二
歳
と
な
る
が
、
も
う
世

の
中
の
お
役
に
立
た
な
く
な
っ
た
き
ま
し
た
、
と
い
う
よ
う
な
趣
の
句
意
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
で
も
、
み
づ
う
み
小
山
支
部
四
月
の
例
会
で
吟
じ
た
句
は
、
農
夫

と
し
て
ま
だ
ま
だ
現
役
で
あ
る
こ
と
を
示
す
、
余
人
に
は
作
り
が
た
い
秀
句
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
句
は
、『
み
づ
う
み
』
第
四
七
五
号
の
巻
頭
欄
に

掲
載
さ
れ
た
句
で
あ
り
、
農
夫
と
し
て
だ
け
で
な
く
俳
人
と
し
て
は
、
な
お
円

熟
し
た
瑞
々
し
い
感
覚
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
ま
た
、
小
山
支
部

十
二
月
例
会
で
吟
じ
ら
れ
た
凩
の
句
も
、
俳
人
と
し
て
の
句
作
の
力
と
感
覚

は
、
ま
だ
ま
だ
衰
え
を
見
せ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
　

碌
々
と
九
十
二
の
春
迎
へ
た
り　

椿
年

　
　
　
　

 （『
み
づ
う
み
』
第
四
六
八
号　

昭
和
五
十
四
年
一
月
号　

頌
春　

四

頁
）

　
　

打
ち
返
す
土
黒
々
と
夕
畑

　
　
　
　

 （『
み
づ
う
み
』
第
四
七
三
号　

昭
和
五
十
四
年
六
月
号　

支
部
句
会

報　

み
づ
う
み
小
山
支
部
句
会
四
月
例
会　

沐
人
報　

四
月
十
四
日　

於
菅
原
千
代
女
居　

三
九
頁
）

　
　
　
　

 （『
み
づ
う
み
』
第
四
七
五
号　

昭
和
五
十
四
年
八
月
号　

竿
頭
欄　

五
頁
）

　
　

凩
や
三
日
月
ふ
わ
と
飛
び
そ
う
な 

（『
句
集　

限
界
』
一
九
三
頁
）

　
　
　
　

 （『
み
づ
う
み
』
支
部
句
会
報　

み
づ
う
み
小
山
支
部
句
会
十
二
月
例

会　

沐
人
報　

十
二
月
八
日　

於
菅
原
千
代
女
居　

三
六
頁
）

　

昭
和
五
十
五
年
、
満
九
十
三
歳
と
な
る
年
で
あ
る
。

　
『
み
づ
う
み
』
第
四
八
四
号
、
同
年
四
月
号
の
正
月
の
二
句
だ
が
、
初
詣
の

句
は
、
願
い
ご
と
い
え
ば
、
苦
し
ま
ず
に
死
ぬ
る
こ
と
だ
と
い
っ
た
素
朴
な
老

境
を
表
し
て
い
る
。
さ
す
が
に
そ
の
時
と
な
る
と
、
正
月
の
句
会
で
も
特
別
な

長
寿
を
祝
福
さ
れ
る
年
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
淡
々
と
吟
じ
て
い
る
。
ま

た
、
こ
の
年
の
五
月
に
は
『
み
づ
う
み
』
第
四
八
四
号
で
、「
松
本
椿
年
翁
句

集
よ
り
」
と
い
う
欄
が
設
け
ら
れ
、『
句
集　

老
稚
』
の
夏
か
ら
秋
の
十
六
句

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
同
号　

三
九
頁
）。
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四
一

　
　

苦
し
み
の
な
き
死
を
願
い
初
詣 

（『
第
二
句
集　

限
界
』
七
頁
）

　
　

長
寿
を
祝
福
さ
れ
し
初
句
会 

（『
第
二
句
集　

限
界
』
一
七
頁
）

　
　
　
　

 （『
み
づ
う
み
』
第
四
八
三
号　

昭
和
五
十
五
年
四
月
号　

竿
頭
欄　

五
頁
）

　
　

ち
ろ
ろ
老
ゆ
声
か
も
眼
鏡
外
し
見
る

　
　
　
　

 （『
み
づ
う
み
』
第
四
九
〇
号　

昭
和
五
十
五
年
十
一
月
号　

支
部
句

会
報　

み
づ
う
み
小
山
支
部　

十
月
例
会
詠
草　

十
月
八
日　

於
菅

原
千
代
女
居　

三
六
頁
）

　
　
　
　

 （『
み
づ
う
み
』
第
四
九
二
号　

昭
和
五
十
六
年
一
月
号　

竿
頭
欄　

四
頁　

句
評　

葉
蘭　

二
六
頁
）

　

ち
ち
ろ
（
蟋
蟀
）
老
ゆ
と
あ
る
が
、
老
い
て
き
た
の
は
椿
年
自
分
自
身
と
い

う
こ
と
で
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
年
の
晩
秋
、
ま
た
、
古
く
か
ら
の
俳
句
の
仲
間

が
亡
く
な
っ
た
。
翌
年
の
六
月
に
追
善
句
会
を
行
っ
た
故
人
岩
田
柴
人
か
小
野

虹
人
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。

　
　

忌
の
僧
の
お
で
ま
し
遅
し
末
枯
野 

（『
限
界
』
一
五
〇
頁
）

　
　
　
　

 （『
塔
』
第
二
十
三
巻
第
五
号　

昭
和
五
十
六
年
五
号　

塔
俳
句　

小

笠
原
龍
人
選　

八
頁
）

　

昭
和
五
十
六
年
、
満
九
十
四
歳
と
な
る
年
で
あ
る
。
こ
の
年
の
六
月
十
日
、

『
み
づ
う
み
』
小
山
支
部
の
俳
人
岩
田
柴
人
・
小
野
虹
人
の
追
悼
句
会
が
開
か

れ
た
。
こ
れ
は
、
昭
和
四
十
九
年
に
埼
玉
県
の
和
光
市
に
転
居
し
て
い
た
石
田

仏
子
の
強
い
働
き
か
け
に
よ
っ
た
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
の
年
の

九
月
、『
大
富
士
』
か
ら
の
気
の
合
っ
た
俳
句
仲
間
で
あ
っ
た
、
そ
の
石
田
仏

子
が
亡
く
な
っ
た
。
そ
の
年
の
十
一
月
、
駿
河
小
山
駅
近
く
に
あ
る
乗
光
寺

で
、
石
田
仏
子
の
四
十
九
日
法
要
と
追
善
句
会
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
そ
の
日

に
乗
光
寺
墓
地
に
遺
骨
が
葬
ら
れ
た
。

　
　

勝
福
寺
に
て
岩
田
柴
人
・
小
野
虹
人
の
追
悼
句
会
（
六
月
十
日
）

　
　

追
悼
の
句
も
な
く
梅
雨
の
忌
に
侍
る

　
　
　
　

 （『
み
づ
う
み
』
第
四
九
九
号　

昭
和
五
十
六
年
八
月
号　
『
限
界
』

一
二
九
頁
）

　
　

墓
と
言
う
も
草
に
露
け
き
石
ひ
と
つ

　
　
　
　
（『
み
づ
う
み
』
第
五
〇
四
号　

昭
和
五
十
七
年
一
月
号
）

　

右
の
句
は
、
前
稿
（
宮
川
、
二
〇
二
一
）
で
、『
み
づ
う
み
』
へ
の
投
句
の

時
期
か
ら
石
田
仏
子
の
へ
追
悼
句
で
は
な
い
か
と
推
定
し
た
一
句
で
あ
る
。

　

次
の
句
は
、
そ
の
昭
和
五
十
六
年
大
晦
日
の
句
と
考
え
ら
れ
る
句
で
あ
る
。

　
　

行
く
年
の
一
と
日
一
と
日
が
重
く
な
る

　
　
　
　
（『
椎
』
第
八
〇
号　

昭
和
五
十
七
年
四
月
号　

青
北
風
集　

九
頁
）

昭
和
五
十
七
年
四
月
『
第
二
句
集　

限
界
』
の
作
品

　

翌
昭
和
五
十
七
年
四
月
、
椿
年
は
生
家
（
本
家
）
を
継
い
で
い
た
松
本
栄
・

喜
美
子
（
椿
年
の
六
女
）
夫
妻
に
よ
る
編
集
作
業
の
支
援
も
あ
っ
て
『
第
二
句

集　

限
界
』
を
出
版
し
た
。
九
十
四
歳
で
の
出
版
で
あ
っ
た
。
こ
の
句
集
に
掲



表一　『第二句集　限界』の選句の基になった掲載俳誌の句数の分類

掲載誌　　 ／　 季節の部 正月 春 夏 秋 冬 合計
みづうみ 30  80  81  82 42 315

椎  2   0   0   2  1   5
塔 14  63 （62）  47  40 27 191 （190）
塔二十周年合同句集　玲泉  1   1   1   0  0   3
不明 10  33  18  24 16 101

合計 57 177 （176） 147 148 86 615 （614）
注）　（　）内の数値は、春の部に部に含まれていた誤編集の一句を除いた場合の合計句数
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四
二

載
さ
れ
て
い
る
句
は
、
昭
和
四
十
五
年

四
月
に
刊
行
し
た
『
句
集　

老
稚
』
以

降
十
二
年
の
間
に
作
句
あ
る
い
は
発
表

さ
れ
た
お
び
た
だ
し
い
作
品
の
中
か

ら
、
選
句
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
試
み
に
、
椿
年
が
投
句
し
た
と
考

え
ら
れ
る
俳
誌
等
か
ら
、
独
自
に
椿
年

の
作
品
を
収
集
し
て
作
成
し
た
椿
年
作

品
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
、
こ
の
『
第

二
句
集　

限
界
』
の
掲
載
句
の
出
典
を

分
析
し
て
み
た
。
表
一
に
、
そ
の
出
典

別
の
句
数
を
示
す
。

　

椿
年
の
そ
の
時
期
の
主
な
投
句
俳
誌

『
み
づ
う
み
』
と
『
塔
』、『
椎
』
は
、

椿
年
の
遺
品
あ
る
い
は
公
的
な
図
書
館

俳
句
文
学
館
、
埼
玉
県
立
熊
谷
図
書
館

に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
俳
誌
を
閲
覧
し
確

認
で
き
る
椿
年
の
作
品
を
収
集
し
た
。

『
み
づ
う
み
』
と
『
塔
』
は
ほ
ぼ
同
じ

時
期
に
投
句
さ
れ
た
俳
誌
で
あ
る
た

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
欠
号
分
は
互
い
に
補

完
し
合
う
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
の

で
、
あ
る
程
度
の
収
集
確
認
が
可
能
と

な
っ
た
。
そ
れ
で
も
な
お
補
え
な
い
時

期
も
若
干
あ
っ
た
こ
と
は
、
否
め
な

い
。
ま
た
、
同
郷
の
俳
人
湯
山
逸
素

が
、
昭
和
三
十
一
年
に
創
立
し
た
細
道
俳
句
会
と
そ
の
同
人
誌
『
細
道
』
と
い

う
俳
誌
が
あ
り
、
そ
の
同
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
知
っ
て
い
る
も
の
の
、
お
そ
ら

く
小
山
町
周
辺
の
規
模
の
小
さ
な
俳
誌
で
あ
っ
た
た
め
か
、
い
ず
れ
の
図
書
館

で
も
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
り
、
所
在
が
全
く
確
認
が
で
き
て
い
な

い
。

　
『
第
二
句
集　

限
界
』
は
、
椿
年
の
作
品
六
百
十
四
句
が
選
句
掲
載
さ
れ
た

句
集
で
あ
る
。『
み
づ
う
み
』
と
『
塔
』
が
、
こ
の
時
期
の
主
要
な
俳
誌
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
俳
誌
に
掲
載
さ
れ
た
椿
年
の
作
品
を
、
掲
載
誌
か
ら
分
類
し
て

み
た
。『
み
づ
う
み
』
と
『
塔
』
の
掲
載
作
品
は
、
い
わ
ゆ
る
使
い
回
し
が
少

な
く
な
い
俳
句
の
世
界
と
い
う
こ
と
か
ら
か
、
ほ
ぼ
同
一
句
と
思
わ
れ
る
作
品

も
少
な
く
な
い
上
に
同
一
誌
で
も
あ
と
で
ま
と
め
直
し
て
の
再
掲
載
と
い
っ
た

こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
分
析
で
は
、
掲
載
刊
行
の
時
期
が
も
っ

と
も
早
い
も
の
を
、
こ
の
句
集
の
主
な
出
典
と
し
て
分
類
し
た
。

　
『
第
二
句
集　

限
界
』
掲
載
の
六
百
十
四
句
正
月
の
部
五
十
七
句
、
春
の
部

百
七
十
七
句
（
秋
の
部
と
の
重
複
一
句
を
除
く
と
百
七
十
六
句
）、
夏
の
部
百

四
十
七
句
、
秋
の
部
百
四
十
八
句
、
冬
の
部
八
十
六
句
、
全
六
百
十
五
頁
の
句

集
で
あ
る
。『
み
づ
う
み
』
は
三
百
十
五
句
、『
塔
』
百
九
十
一
句
、『
椎
』
五

句
、『
塔
二
十
周
年
記
念
句
集　

玲
泉
』
三
句
、
不
明
百
一
句
に
分
類
で
き

る
。
夥
し
い
掲
載
句
の
残
っ
て
い
る
『
み
づ
う
み
』『
塔
』
の
掲
載
句
か
ら

は
、
不
明
百
一
句
と
い
う
の
は
、
不
思
議
に
多
い
数
値
で
あ
ろ
う
。
勿
論
、
俳

誌
へ
の
未
発
表
作
品
を
こ
こ
で
ま
と
め
て
世
に
残
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ
ろ
う

が
、
も
う
一
つ
考
え
ら
れ
る
の
は
『
み
づ
う
み
』『
塔
』『
椎
』
い
ず
れ
も
欠
巻

欠
号
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
ま
た
完
全
に
幻
の
俳
誌
と
な
っ
て
い
る
湯
山
逸
素

主
宰
の
『
細
道
』
ま
で
考
慮
す
る
と
、
出
典
不
明
と
し
た
句
の
中
に
、
そ
れ
ら

の
欠
巻
欠
号
に
掲
載
さ
れ
た
句
が
一
定
比
率
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
も
否
定
で

き
な
い
だ
ろ
う
。
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四
三

　

こ
の
作
業
の
過
程
で
、
一
句
季
節
の
分
類
で
不
思
議
な
重
複
の
あ
る
燕
の
句

が
あ
る
こ
と
を
見
つ
け
た
。

　
　

ゆ
く
燕
沖
波
煙
る
中
に
消
ゆ　
　
　
（
春
の
部　

四
二
頁　

第
三
句
）

　
　

ゆ
く
燕
沖
波
け
む
る
中
に
消
ゆ　
　
（
秋
の
部　

一
六
七
頁　

第
二
句
）

　
　

秋
風
の
小
滝
吹
き
分
く
音
さ
や
か

 

（『
第
二
句
集　

限
界
』
掲
載　

一
四
一
頁
）

　
　

籾
幕
庭
木
の
影
が
伸
び
て
来
し

 
（『
第
二
句
集　

限
界
』
掲
載　

一
七
三
頁
）

　
　

新
雪
の
富
士
を
し
り
へ
に
燕
ゆ
く

　
　

ゆ
く
燕
沖
波
け
む
る
中
に
消
ゆ

 

（『
第
二
句
集　

限
界
』
一
六
七
頁
ま
た
は
四
二
頁
）

　
　
　
　

 （『
塔
』
第
十
六
巻
第
三
号　

昭
和
四
十
九
年
三
月
号　

塔
俳
句　

小

笠
原
龍
人
選　

八
頁
）

　
「
燕
」
は
春
の
季
語
で
あ
る
が
、「
ゆ
く
燕
」
は
季
語
「
燕
帰
る
」
の
同
義
語

と
い
う
大
変
紛
ら
わ
し
い
事
情
が
あ
る
関
係
で
、
編
集
時
に
混
入
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
た
だ
、
こ
の
句
は
出
典
と
な
っ
た
『
塔
』
第
十
六
巻
第
三
号
の
小
笠
原

龍
人
選
の
塔
俳
句
八
頁
に
並
ん
で
い
る
他
の
三
句
は
、
二
句
が
秋
の
句
と
一
句

が
冬
の
句
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
秋
の
句
と
し
て
分
類
し
、
春
の
部
か
ら
は
除
い

て
考
え
て
お
い
た
方
が
よ
い
だ
ろ
う
。
従
っ
て
、
春
の
部
は
百
七
十
六
句
、
春

の
部
の
『
塔
』
掲
載
句
六
十
三
句
を
六
十
二
句
、
句
集
の
合
計
句
数
は
合
計
六

百
十
三
句
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
春
の
部
の
末
尾
に
、
昭
和
四
十
八

年
三
月
に
亡
く
な
っ
た
同
年
齢
で
『
大
富
士
』
か
ら
の
俳
人
前
田
岳
人
の
追
悼

句
五
句
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
昭
和
四
十
八
年
の
出
来
事
の
と
こ
ろ

で
、
再
度
記
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
こ
の
配
置
は
、
昭
和
四
十
五
年
四
月
に
刊

行
し
た
椿
年
の
『
句
集　

老
稚
』
の
秋
の
部
の
末
尾
に
、「
嗣
子
国
立
千
葉
病

院
に
逝
く　

十
五
句
」
を
配
置
し
た
の
を
意
識
し
て
の
配
置
で
あ
ろ
う
。
い
ず

れ
も
、
悲
し
い
死
別
の
句
で
あ
る
が
、
豊
か
な
余
情
を
も
っ
た
秀
句
で
季
節
の

部
を
終
結
さ
せ
て
い
る
。

　
　

子
は
遠
く
虚
空
に
秋
の
日
は
沈
む 

（『
句
集　

老
稚
』
二
一
六
頁
）

　
　

花
冷
の
土
か
け
永
遠
の
別
れ
か
な 

（『
第
二
句
集　

限
界
』
八
〇
頁
）

昭
和
五
十
七
年
四
月
『
第
二
句
集　

限
界
』
出
版
以
降
の
作
品
と
出
来
事

　

ま
ず
は
、『
第
二
句
集　

限
界
』
が
で
き
あ
が
っ
た
時
の
椿
年
の
新
刊
の
句

と
そ
の
頃
の
風
薫
る
の
句
か
ら
、
始
め
よ
う
。

　
　

新
刊
の
句
集
う
ら
ら
に
ペ
イ
ジ
繰
る

　
　
　
　

 （『
塔
』
第
二
十
四
巻
第
八
号　

昭
和
五
十
七
年
八
月
号　

塔
俳
句　

小
笠
原
龍
人
選　

一
二
頁
）

　
　

血
も
肉
も
涸
れ
て
生
き
居
り
風
薫
る

　
　
　
　

 （『
椎
』
第
八
六
号　

昭
和
五
十
七
年
十
月
号　

青
北
風
集　

一
一

頁
）

　

前
年
昭
和
五
十
六
年
九
月
に
、
二
十
歳
年
下
の
石
田
仏
子
が
亡
く
な
り
、
昭

和
五
十
七
年
八
月
、
こ
の
年
の
九
月
に
行
わ
れ
た
仏
子
一
周
忌
追
善
供
養
の
た

め
に
、
仏
子
句
集
『
花
筏
』
没
後
出
版
。
編
集
は
俳
誌
『
曲
水
』
の
選
者
小
畑
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四
四

耕
一
路
だ
っ
た
。
そ
の
句
集
の
巻
末
「
ま
ぶ
た
と
じ
れ
ば
」
に
縁
故
の
俳
人
諸

家
が
思
い
出
を
寄
稿
し
て
い
る
が
、
椿
年
は
そ
の
冒
頭
の
寄
稿
者
に
置
か
れ
、

そ
の
末
尾
に
次
の
句
を
留
め
て
い
る
（『
仏
子
句
集　

花
筏
』
二
一
〇
〜
二
一

一
頁
）。

　
　

枯
れ
て
尚
菊
は
香
り
を
残
し
を
り　
　
　
　

椿
年

　

ま
た
、
こ
の
年
の
九
月
に
四
歳
年
下
の
俳
人
湯
山
逸
素
が
行
年
九
十
二
歳
で

亡
く
な
っ
て
い
る
。
次
の
句
は
、
そ
の
逸
素
へ
の
葬
儀
の
追
悼
句
で
あ
る
可
能

性
が
高
い
が
、
そ
の
土
地
の
風
習
で
は
火
葬
が
一
般
的
に
な
っ
て
か
ら
も
、
葬

儀
の
そ
の
日
に
埋
骨
な
い
し
納
骨
を
し
て
し
ま
う
場
合
が
少
な
く
な
い
の
で
、

「
忌
の
塔
婆
」
と
あ
る
の
は
、
埋
骨
時
に
墓
標
の
代
わ
り
に
立
て
る
埋
骨
卒
塔

婆
な
い
し
角
塔
婆
で
あ
る
の
か
。
時
期
的
に
重
な
る
前
年
の
九
月
に
亡
く
な
っ

た
石
田
仏
子
の
一
周
忌
の
小
祥
忌
供
養
塔
を
表
し
て
い
る
の
か
定
か
で
は
な
い

だ
ろ
う
（
宮
川
、
二
〇
二
一
）。

　
　

忌
の
塔
婆
枝
に
坂
道
つ
ゆ
け
し
や

　
　
　
　

 （『
塔
』
第
二
十
五
巻
第
二
号　

昭
和
五
十
八
年
二
月
号　

塔
俳
句　

小
笠
原
龍
人
選　

一
九
頁
）

　
　

冬
ざ
れ
の
公
園
杖
を
つ
い
て
立
つ

　
　
　
　

 （『
塔
』
第
二
十
五
巻
第
三
号　

昭
和
五
十
八
年
月
三
号　

塔
俳
句　

小
笠
原
龍
人
選　

一
六
頁
）

　

昭
和
五
十
七
年
十
一
月
頃
、
初
冬
の
散
歩
の
風
景
で
あ
ろ
う
。
公
園
と
は
、

椿
年
の
住
居
近
く
に
あ
る
金
時
公
園
で
あ
ろ
う
。
こ
の
公
園
は
、
坂
田
金
時
の

生
家
、
金
時
屋
敷
跡
と
の
伝
承
が
あ
っ
た
地
に
造
ら
れ
た
公
園
で
、
そ
の
一
角

に
金
時
神
社
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
昭
和
四
十
一
年
に
大
富
士
以
来
の
俳
句
仲
間

十
四
人
と
建
て
た
大
富
士
献
詠
句
碑
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
金
時
神
社
の
社
殿

の
造
営
に
は
、
昭
和
四
年
四
月
に
小
山
町
成
美
尋
常
高
等
小
学
校
長
と
し
て
赴

任
し
て
き
た
古
見
豆
人
（
本
名
古
見
一
夫
）
に
よ
る
地
域
へ
の
働
き
か
け
が
大

き
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
そ
の
校
長
在
職
中
の
昭
和
六
年
八
月

に
、
古
見
校
長
は
『
坂
田
金
時
の
研
究
』（
古
見
、
一
九
三
一
）
と
い
う
坂
田

金
時
研
究
の
書
籍
を
出
版
し
て
い
る
が
、
そ
の
豆
人
師
や
大
富
士
仲
間
の
思
い

出
が
深
い
場
所
で
の
散
歩
の
一
風
景
で
あ
ろ
う
。
な
お
、「
杖
を
つ
い
て
立

つ
」
と
あ
る
の
で
、
こ
の
頃
は
足
腰
が
弱
っ
て
き
て
、
杖
を
持
ち
歩
く
の
が
常

と
な
っ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

昭
和
五
十
八
年
は
、
俳
誌
へ
の
投
句
活
動
の
大
き
な
転
換
と
な
る
年
で
あ
っ

た
。
確
認
で
き
る
『
み
づ
う
み
』
へ
の
一
番
最
後
の
掲
載
句
は
次
の
四
句
で
あ

る
。

　
　

刈
り
進
む
草
に
秋
立
つ
匂
ひ
あ
り

　
　

木
々
す
け
て
落
ち
込
む
滝
の
白
さ
か
な

　
　

夏
蝶
の
滝
の
飛
沫
に
紛
れ
去
る

　
　

麦
の
塵
焼
く
火
夜
更
け
を
明
滅
す

　
　
　
　

 （『
み
づ
う
み
』
第
五
二
六
号　

昭
和
五
十
八
年
十
一
月
号　

竿
頭
欄　

四
頁
）

　

こ
れ
ら
の
句
は
、
草
刈
り
の
句
で
あ
る
が
、
九
十
五
〜
九
十
六
歳
頃
の
新
作

で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
刈
り
取
っ
た
草
の
匂
い
に
秋
の
兆
し
を
感
じ

取
っ
た
と
い
う
、
か
な
り
鮮
烈
な
印
象
の
句
で
、
新
鮮
な
観
察
眼
が
尚
失
わ
れ



田園俳人松本椿年の生涯と作品（七）

四
五

て
い
な
い
超
高
齢
期
の
椿
年
の
感
性
を
表
す
句
で
あ
る
。
第
二
句
第
三
句
も
観

察
眼
の
鋭
さ
は
少
し
も
失
わ
れ
て
い
な
い
。
第
四
句
の
季
語
「
麦
の
塵
」
は
、

そ
れ
以
前
の
『
み
づ
う
み
』
掲
載
句
で
は
、

　
　

麦
の
塵
焼
く
煙
梅
雨
の
雲
と
化
す

　
　
　
　

 （『
み
づ
う
み
』
第
三
九
一
号　

昭
和
四
十
七
年
八
月
号　

課
題
句　

入
梅　

酒
井
金
風
撰　

四
一
頁
）

が
確
認
で
き
る
の
み
で
あ
る
。

　
『
塔
』
第
二
十
二
巻
第
八
号
（
昭
和
五
十
五
年
八
月
号
）
に
は
、
さ
ら
に
表

現
が
類
似
し
た
次
の
句
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
こ
の
句
の
使
い
回
し

と
い
う
可
能
性
も
あ
り
え
る
が
、
麦
焼
き
は
麦
刈
り
の
後
行
わ
れ
た
（
梅
雨
の

頃
）
の
農
村
の
風
物
詩
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
し
て
も
九
十
三
歳
頃

の
作
品
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
か
な
り
高
齢
に
な
っ
て
か
ら
の
農
作
業
に
従

事
し
て
い
た
こ
と
か
ら
来
る
独
特
の
作
句
で
あ
る
。

　
　

麦
の
塵
焼
く
火
狭
霧
に
明
滅
す

　
　
　
　

 （『
塔
』
第
二
十
二
巻
第
八
号　

昭
和
五
十
五
年
八
月
号　

塔
俳
句　

小
笠
原
龍
人
選　

一
五
頁
）

　
『
み
づ
う
み
』
第
五
二
六
号
（
昭
和
五
十
八
年
十
一
月
号
）
に
は
、
次
の
よ

う
な
記
事
が
あ
る
。

　

昭
和
五
十
八
年
十
月
一
日
〜
二
日
『
み
づ
う
み
』
の
岳
麓
秋
の
句
会
が
地
元

の
小
山
町
桑
木
に
あ
る
民
宿
山
久
荘
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、

岩
田
沐
人
（
一
九
七
九
）
が
残
し
た
「
岳
麓
秋
の
句
会
記
」
に
よ
っ
て
、
そ
の

全
貌
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
日
は
、
足
柄
峠
回
吟
、
九
十
六
歳
に
な
っ

て
い
る
椿
年
は
さ
す
が
に
不
参
加
で
あ
っ
た
が
、
第
二
日
の
句
会
に
選
者
と
し

て
参
加
。
選
者
は
大
橋
葉
蘭
、
松
本
椿
年
、
勝
又
桔
梗
子
、
梶
本
秋
桑
の
四
名

で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
俳
誌
『
み
づ
う
み
』
で
確
認
で
き
る
松
本
椿
年
に
関
す
る

一
番
最
後
の
記
録
で
あ
る
。

　
『
み
づ
う
み
』
を
長
期
に
亘
っ
て
体
系
的
に
所
蔵
し
て
い
る
図
書
館
は
少
な

く
、
も
っ
と
も
多
く
の
所
蔵
を
し
て
い
る
の
は
俳
句
文
学
館
で
あ
る
が
、
そ
の

所
蔵
に
し
て
も
第
五
〇
八
号
（
昭
和
五
十
七
年
五
月
号
）
か
ら
第
五
七
三
号
ま

で
は
欠
号
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
最
終
の
投
句
確
認
が
で
き
た
第
五
二
六
号
は

椿
年
の
遺
品
と
し
て
子
孫
が
保
管
し
て
き
た
も
の
に
よ
っ
て
い
る
。『
み
づ
う

み
』
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
投
句
を
継
続
し
て
き
た
『
塔
』
へ
の
投
句
も
、
こ
の
年

が
最
後
と
な
っ
て
い
る
の
で
、『
み
づ
う
み
』
へ
の
投
句
は
、
第
五
二
六
号
を

最
後
と
し
た
可
能
性
は
高
い
の
で
あ
る
。

　
『
み
づ
う
み
』
の
創
始
者
原
田
濵
人
の
長
男
で
、『
み
づ
う
み
』
の
選
者
で
も

あ
っ
た
原
田
喬
が
、
椿
年
そ
の
頃
の
事
情
を
察
し
て
か
、
自
分
が
主
宰
と
な
っ

て
昭
和
五
〇
年
九
月
に
創
刊
し
た
俳
誌
『
椎
』
百
号
記
念
号
（
昭
和
五
十
八
年

十
二
月
号
）
に
は
「
特
集
青
北
風
集
作
家
作
品
」
の
欄
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
特

集
の
最
初
の
頁
（
七
一
九
頁
）
に
上
段
は
選
者
の
藤
田
黄
雲
、
下
段
に
松
本
椿

年
の
句
が
十
句
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
特
集
と
椿
年
の
作
品
は
、
宮
川
（
二

〇
一
六
）
で
記
載
し
た
が
、
再
度
引
用
す
る
。

　
　
　
　

石
匂
う

　
　

す
か
ん
ぽ
の
実
の
さ
わ
さ
わ
と
夏
に
入
る

　
　

う
す
う
す
と
巣
ど
り
し
お
蚕
や
明
易
し

　
　

水
草
も
秋
立
つ
白
根
流
し
合
う

　
　

北
風
や
石
工
が
叩
く
石
匂
う

　
　

風
花
や
研
ぎ
ま
し
た
る
ノ
ミ
の
先
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四
六

　
　

凩
や
三
日
月
ふ
わ
と
飛
び
そ
う
な

　
　

秋
涼
し
古
竹
新
竹
打
ち
合
え
る

　
　

な
だ
ら
か
に
流
れ
継
ぐ
河
去
年
今
年

　
　

泉
よ
り
淑
気
を
引
い
て
雉
子
翔
つ

　
　

初
明
り
波
の
穂
さ
き
を
走
り
け
り

　
　
（
註
）
作
者
は
九
十
六
歳
で
す
（
編
集
部
）

　
　
　
　

 （『
椎
』
百
号
記
念
号　

昭
和
五
十
八
年
十
二
月
号　

特
集
青
北
風
集

作
家
作
品　

七
九
頁
下
段
）

　

こ
れ
ら
十
句
の
内
、
第
七
句
の
秋
涼
し
の
句
以
外
は
、
い
ず
れ
も
『
第
二
句

集　

限
界
』
に
選
句
掲
載
し
て
い
る
作
品
で
あ
り
、『
み
づ
う
み
』
あ
る
い
は

『
塔
』
に
昭
和
四
十
五
年
九
月
（
椿
年
八
十
三
歳
）
以
降
に
掲
載
発
表
さ
れ
た

晩
年
の
作
品
ば
か
り
を
選
句
し
て
い
る
。
ま
た
、
編
集
部
の
追
記
し
た
「（
註
）

作
者
は
九
十
六
歳
で
す
（
編
集
部
）」
と
い
う
の
は
、
す
で
に
九
十
六
歳
と
い

う
特
別
な
高
齢
者
と
な
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
な
お
矍
鑠
と
し
て
句
作
に

励
ん
で
い
る
椿
年
へ
の
敬
意
が
払
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

昭
和
三
十
四
年
か
ら
四
半
世
紀
に
亘
り
投
句
継
続
し
て
い
た
俳
誌
『
塔
』
へ

の
投
句
掲
載
は
、
昭
和
五
十
九
年
一
月
号
第
二
十
六
巻
第
一
号
を
も
っ
て
終
止

し
て
い
る
。
不
思
議
な
こ
と
に
最
後
の
投
句
と
な
る
と
入
っ
た
気
負
い
は
皆
無

で
、
ご
く
自
然
体
の
日
常
的
な
作
品
ば
か
り
で
、
老
衰
と
い
う
よ
り
、
な
お
衰

え
の
な
い
最
晩
年
の
椿
年
の
姿
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
翌

二
月
号
に
「
新
春
賀
句
」
と
い
う
特
設
欄
に
、
椿
年
か
ら
送
ら
れ
た
年
賀
状
の

一
句
が
冒
頭
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
句
が
、『
塔
』
へ
の
爽
や
か
な
惜
別

の
句
と
な
っ
た
。

　
　

吹
き
飛
ば
す
ば
か
り
の
風
や
青
簾

　
　

信
玄
の
案
山
子
目
を
は
る
甲
斐
路
か
な

　
　

洗
い
さ
ら
し
着
て
爽
に
歩
を
拾
う

　
　

地
普
請
の
幣
爽
か
に
頭
を
か
す
め

　
　
　
　

 （『
塔
』
第
二
十
六
巻
第
一
号　

昭
和
五
十
九
年
一
月
号　

小
笠
原
龍

人
選　

一
七
〜
一
八
頁
）

　
　

柿
一
つ
落
ち
残
り
い
て
年
を
越
す　
　

松
本
椿
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
十
七
才
）

　
　
　
　

 （「
塔
』
第
二
十
六
巻
第
二
号　

昭
和
五
十
九
年
二
月
号　

昭
和
五
十

九
年
新
春
賀
句　
（
年
賀
状
よ
り
）
四
六
頁　

冒
頭
一
句
）

　

俳
誌
『
椎
』
へ
の
投
句
終
止
（
絶
筆
）
は
、
昭
和
五
十
九
年
九
月
号
の
第
一

〇
九
号
「
青
北
風
集
」
の
五
句
が
最
後
の
投
句
掲
載
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

椿
年
満
九
十
七
歳
と
い
う
超
高
齢
の
俳
人
と
し
て
の
俳
誌
に
お
け
る
終
活
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
高
齢
者
と
は
思
え
な
い
、
自
然
観
察
と
新
鮮
な

感
覚
に
溢
れ
た
夏
の
五
句
で
あ
っ
た
。

　
　

夏
め
け
る
空
を
編
み
を
り
朝
の
蜘
蛛

　
　

薫
風
や
名
な
き
一
瀑
木
々
を
打
つ

　
　

こ
の
土
地
の
清
水
は
み
ん
な
富
士
よ
り
す

　
　

仏
法
僧
霧
た
ち
こ
め
し
月
淡
し

　
　

河
鹿
の
音
瀬
鳴
り
圧
え
て
こ
ろ
こ
ろ
と

 

（『
椎
』
第
一
〇
九
号　

昭
和
五
十
九
年
九
月
号　

青
北
風
集　

一
二
頁
）

　

そ
の
後
の
作
品
で
あ
る
が
、
そ
の
翌
月
十
月
に
、
外
孫
（
四
女
み
ど
り
の
次

男
）
の
結
婚
披
露
宴
に
贈
っ
た
一
句
。



田園俳人松本椿年の生涯と作品（七）

四
七

　
　

い
わ
し
雲
縫
っ
て
舞
い
行
く
番
い
鳥

　

ま
た
、
そ
の
翌
十
一
月
に
は
、
椿
年
の
初
曾
孫
（
内
孫
京
子
長
男
）
成
人
の

祝
が
あ
り
、
そ
こ
で
曾
孫
に
贈
ら
れ
た
句
が
残
さ
れ
て
い
る
。
次
の
一
句
で
あ

る
。

　
　
　
　

祝
吟

　
　

大
木
と
な
る
も
一
つ
の
実
か
ら
な
る

　

そ
の
年
の
十
二
月
九
日
、
小
山
支
部
の
俳
句
仲
間
で
あ
っ
た
岩
沢
露
萩
追
善

句
会
が
、
小
山
町
菅
沼
甘
露
寺
で
行
わ
れ
た
。
句
会
の
資
料
が
、
椿
年
の
遺
品

に
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
百
六
十
二
句
が
作
者
名
を
伏
せ
て
用
紙
に
万
年

筆
で
縦
書
き
に
書
き
連
ね
た
も
の
で
、
句
会
で
盲
選
（
作
者
名
を
伏
せ
た
句
の

中
か
ら
、
選
者
が
秀
句
を
選
ぶ
）
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
遺

品
と
し
て
残
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
そ
の
追
善
句
会
で
、
選
者
を
務
め
た
こ

と
を
示
す
も
の
で
、
そ
れ
ら
の
中
に
は
椿
年
の
作
品
は
含
ま
れ
て
い
な
い
と
考

え
ら
れ
る
が
、
そ
の
句
会
の
ま
と
め
に
手
書
き
で
『
岩
澤
露
萩
追
善
句
集
』
が

作
ら
れ
、
亡
き
俳
人
に
献
じ
ら
れ
、
そ
の
中
に
は
椿
年
の
句
も
記
さ
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
句
集
は
確
認
で
き
な
い
。

　

昭
和
六
十
年
七
月
の
七
夕
の
日
に
は
、
満
九
十
八
歳
と
な
る
年
で
あ
っ
た
。

こ
の
年
の
俳
句
作
品
は
確
認
で
き
な
い
た
め
に
、
俳
句
作
品
か
ら
出
来
事
を
推

定
す
る
手
が
か
り
が
乏
し
い
年
で
あ
る
が
、
次
第
に
身
体
の
衰
え
が
椿
年
自
身

や
周
辺
の
人
に
は
っ
き
り
と
感
じ
取
ら
れ
る
様
子
と
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ

う
。
居
間
に
ほ
と
ん
ど
座
っ
た
ま
ま
、
一
日
を
過
ご
す
よ
う
な
日
も
多
く
な
っ

て
い
た
。
そ
の
年
の
押
し
迫
っ
た
十
二
月
二
十
八
日
に
遠
方
に
居
住
し
て
い
る

孫
の
一
人
に
女
児
が
生
ま
れ
た
。
そ
の
こ
と
を
翌
正
月
に
伝
え
ら
れ
て
そ
の
場

で
「
十
四
人
目
の
曾
孫
だ
」、「
も
う
十
分
生
き
た
。
世
話
を
し
て
い
る
周
り
が

気
の
毒
だ
」
と
い
う
こ
と
を
椿
年
自
身
が
語
っ
）
2
（
た
。
そ
の
頃
体
力
気
力
は
目
に

見
え
て
衰
え
て
い
っ
た
が
、
意
識
や
認
知
能
力
は
ま
だ
高
い
水
準
を
維
持
し
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
も
推
測
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
月
中
に
急
速
に
人

生
の
終
焉
が
近
づ
い
て
い
っ
た
。

　

そ
の
年
の
二
月
八
日
静
か
に
息
を
引
き
取
っ
た
。
そ
の
数
日
前
、
ほ
と
ん
ど

昏
睡
状
態
と
い
え
る
状
態
の
時
に
小
声
で
何
か
呟
い
て
い
る
の
を
介
護
し
て
い

た
家
族
が
気
付
い
た
。
そ
れ
が
、
文
字
通
り
絶
吟
の
句
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
次

の
句
で
あ
っ
た
。

　
　

春
風
に
乗
っ
て
行
か
ば
や
句
の
行
脚

　

葬
儀
は
、
生
家
近
く
の
臨
済
宗
円
覚
寺
派
の
勝
福
寺
で
行
わ
れ
た
。

　
　

道
号
戒
名　

椿
山
壽
年
居
士　

行
年
百
歳

　

俳
句
の
雅
号
椿
年
か
ら
文
字
を
選
ん
だ
道
号
戒
名
で
あ
る
が
、
生
前
俳
句
仲

間
の
前
田
岳
人
と
共
に
鎌
倉
円
覚
寺
の
居
士
林
や
菩
提
寺
の
勝
福
寺
な
ど
で
座

禅
の
修
行
を
積
み
、
生
前
受
戒
を
受
け
た
道
号
戒
名
で
あ
っ
た
と
い
う
。
明
治

大
正
昭
和
と
い
う
日
本
の
激
動
期
の
中
で
、
農
耕
と
俳
句
に
生
き
た
一
人
の
俳

人
の
一
生
で
あ
っ
た
。

謝
辞

　

本
研
究
は
、
松
本
椿
年
翁
の
ご
子
孫
松
本
喜
美
子
・
山
崎
京
子
・
井
上
奈
美
江
・

松
本
典
彦
・
松
本
時
男
の
各
氏
に
よ
る
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
許
可
と
ご
証
言
が
他
の

稿
と
同
様
、
研
究
の
基
盤
デ
ー
タ
と
な
っ
て
い
る
。
同
じ
く
、
国
立
国
会
図
書
館
・
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四
八

日
本
近
代
文
学
館
・
静
岡
県
立
中
央
図
書
館
・
俳
句
文
学
館
・
埼
玉
県
立
熊
谷
図
書

館
・
御
殿
場
市
立
図
書
館
の
貴
重
な
蔵
書
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
記
し

て
感
謝
の
意
を
表
す
る
。
ま
た
、
筆
者
の
実
兄
宮
川
光
司
・
早
苗
夫
妻
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
側
面
で
支
援
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
も
、
末
尾
に
記
し
感
謝
の
意
を
表
し
た

い
。

注（
1
）  

国
立
国
会
図
書
館
リ
サ
ー
チ
ナ
ビ　

プ
ラ
ン
ゲ
文
庫　

https://rnavi.ndl.
go.jp/kensei/entry/Prange.php

（
2
）  

宮
川
（
二
〇
一
六
）
で
記
載
し
た
が
、
筆
者
は
松
本
椿
年
の
外
孫
の
一
人
に

あ
た
り
、
い
く
つ
か
の
椿
年
の
重
要
な
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
居
合
わ
せ
て
い
る

が
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
筆
者
の
臨
場
記
憶
に
よ
る
。

引
用
文
献

石
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）　

仏
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句
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私
家
版
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昭
和
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十
年
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九
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年
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句
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濱
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古
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古
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句
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仁
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句
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古
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句
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和
十
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年
十
一
月
発
行
『
大
富
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』
第
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巻
第
一
号
〜

第
六
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第
十
二
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昭
和
九
年
一
月
〜
昭
和
十
一
年
十
二
月
の
掲
載
句
か
ら
選
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掲
載
）

古
見
豆
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昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）　

富
士
に
憑
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て　
『
大
富
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』
第
九
巻

第
七
号
、
四
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四
五
頁
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豆
人
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昭
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十
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九
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句
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三
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〜
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句
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古
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十
二
巻
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昭
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年
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月
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四
〜
四
五
頁

古
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豆
人
選
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和
十
九
年
（
一
九
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四
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大
富
士
句
帖　

第
四
輯　

大
富
士

吟
社　
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昭
和
十
九
年
十
二
月
発
行
『
大
富
士
』
第
十
巻
第
一
号
〜
第
十
二
巻

第
十
二
号　

昭
和
十
五
年
一
月
〜
昭
和
十
七
年
十
二
月
の
掲
載
句
か
ら
選
句
掲

載
）

古
見
豆
人　

昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）　

足
柄
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『
大
富
士
』
第
二
十
三
巻
第

十
二
号
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昭
和
二
十
八
年
十
二
月
号
）、
二
四
〜
二
二
頁

岩
田
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一
九
九
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富
士
紡
労
働
者
・
矢
後
利
一
の
生
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『
静
岡
県
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代
史
研

究
』
第
二
三
号
、　

三
二
〜
五
九
頁

加
納
野
梅
編　

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）　

新
草
俳
句
集　

野
梅
吟
社　
（
昭
和
七
年

十
二
月
発
行　
『
新
草
』
創
刊
号
〜
昭
和
七
年
八
月
号
よ
り
選
句
掲
載
）

前
田
岳
人　

昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）　

句
碑
に
な
る
ま
で　
『
塔
』
第
一
巻
第

十
一
号
（
昭
和
三
十
四
年
十
一
月
号
）、
九
〜
一
〇
頁

前
田
岳
人　

昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）　

足
柄
吟
行　
『
大
富
士
』
第
二
十
二
巻

第
八
号
（
昭
和
二
十
七
年
八
月
号
）、
二
四
〜
二
五
頁

前
田
弥
一
（
岳
人
）　

昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）　

自
選　

岳
人
句
集　

私
家
版

松
本
椿
年　

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）　

各
地
句
座　

駿
河
小
山
あ
ゆ
み
句
會　
『
大

富
士
』
第
四
巻
第
十
一
号
、
一
九
頁

松
本
椿
年　

昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）　

私
の
雅
号　
『
み
づ
う
み
』
第
三
二
三

号
（
昭
和
四
十
一
年
二
月
号
）、
二
〇
頁

松
本
傳
次
郎
（
椿
年
）　

昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）　

句
集　

老
稚　

私
家
版
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四
九

松
本
傳
次
郎
（
椿
年
）　

昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）　

第
二
句
集　

限
界　

私
家

版

宮
川
充
司　

二
〇
一
六　

田
園
俳
人
松
本
椿
年
の
生
涯
と
作
品
│
生
涯
発
達
心
理
学

の
観
点
か
ら
略
年
譜
の
試
作
│　
『
椙
山
女
学
園
大
学
研
究
論
集
』
第
四
十
七

号　

人
文
科
学
篇
、
四
三
〜
五
九
頁

宮
川
充
司　

二
〇
一
七　

田
園
俳
人
松
本
椿
年
の
生
涯
と
作
品
（
二
）
│
明
治
大
正

期
か
ら
終
戦
頃
ま
で
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
作
品
│　
『
椙
山
女
学
園
大
学
研

究
論
集
』
第
四
十
八
号　

人
文
科
学
篇
、
二
三
〜
四
〇
頁

宮
川
充
司　

二
〇
一
八　

田
園
俳
人
松
本
椿
年
の
生
涯
と
作
品
（
三
）
│
昭
和
初
期

か
ら
昭
和
四
十
年
頃　
（
高
齢
期
）
ま
で
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
作
品
│　
『
椙

山
女
学
園
大
学
研
究
論
集
』
第
四
十
九
号　

人
文
科
学
篇
、
二
一
〜
三
六
頁

宮
川
充
司　

二
〇
一
九　

田
園
俳
人
松
本
椿
年
の
生
涯
と
作
品
（
四
）
│
昭
和
四
十

年
代
（
後
期
高
齢
期
）
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
作
品
│　
『
椙
山
女
学
園
大
学

研
究
論
集
』
第
五
〇
号　

人
文
科
学
篇
、
一
〜
二
〇
頁

宮
川
充
司　

二
〇
二
〇　

田
園
俳
人
松
本
椿
年
の
生
涯
と
作
品
（
五
）
│
昭
和
三
十

年
代
か
ら
四
十
年
代
（
前
期
高
齢
期
・
後
期
高
齢
期
）
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
と

作
品
補
足
│　
『
椙
山
女
学
園
大
学
研
究
論
集
』
第
五
十
一
号　

人
文
科
学

篇
、
一
七
〜
二
九
頁

宮
川
充
司　

二
〇
二
一　

田
園
俳
人
松
本
椿
年
の
生
涯
と
作
品
（
六
）
│
昭
和
五
十

年
代
（
超
高
齢
期
）
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
作
品
│　
『
椙
山
女
学
園
大
学
研

究
論
集
』
第
五
十
二
号　

人
文
科
学
篇
、
一
九
〜
三
九
頁

小
笠
原
龍
人
編　

昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）　

塔
創
刊
十
周
年
記
念
合
同
句
集　

星
苑　

塔
俳
句
会

小
笠
原
龍
人
編　

昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）　

塔
創
刊
十
五
周
年
記
念
合
同
句

集　

蒼
穹　

塔
俳
句
会

小
笠
原
龍
人　

昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）　

句
集　

孤
灯　

塔
俳
句
会

小
笠
原
龍
人
編　

昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）　

塔
創
刊
十
五
周
年
記
念
合
同
句

集　

玲
泉　

塔
俳
句
会

小
野
虹
人　

昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）　

二
百
號
記
念
大
會
記　
『
大
富
士
』
第

十
七
巻
第
九
号
（
昭
和
二
十
二
年
九
月
号
）、
一
二
〜
一
三
頁

湯
山
逸
素　

昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）　

逸
素
句
集　

私
家
版

＊　

教
育
学
部　

子
ど
も
発
達
学
科
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五
〇

資
料
一　

松
本
椿
年
（
傳
次
郎
）
年
譜
（
改
訂
二
〇
二
二
年
完
成
版
）

　

年
月

　

年
齢

　

出
来
事

明
治
二
十
年

（1887
） 
七
月

誕
生

静
岡
県
駿
東
郡
中
嶋
村
の
旧
家
の
三
男
と
し
て
誕
生
（
七
月
七
日
）

父
親
松
本
勘
太
郎
（
俳
号
吉
野
庵
禾
袷
）
四
五
歳　

母
き
く
四
一
歳

義
兄
紋
次
郎
（
俳
号
竹
因
）
二
十
六
歳
、
長
姉
ま
さ
二
十
歳
、

次
姉
く
ら
十
二
歳
、
長
兄
半
治
十
歳
、
次
兄
啓
作
三
歳

明
治
二
十
四
年

1891

） 

十
月

四
歳

義
兄
松
本
紋
次
郎
と
長
姉
ま
さ
に
長
女
り
ん
生
ま
れ
る
が
、
翌
明
治

二
十
五
年
（1892

）
一
月
早
世

明
治
二
十
七
年

（1894

） 

四
月

 

九
月

六
歳

六
〜
七
歳

頃
の
冬

七
歳

静
岡
県
駿
東
郡
六
合
村
立
成
美
尋
常
高
等
小
学
校
入
学

父
禾
袷
の
句
会
の
折
、
最
初
の
朝
寒
の
句
を
口
ず
さ
み
喝
采

　

朝
寒
く
茶
祷
茶
碗
の
氷
り
い
し

妹
あ
き
（
勘
太
郎
三
女
）
誕
生

明
治
三
十
一
年

（1898

） 

三
月

 

四
月

 

九
月

十
歳

十
一
歳

静
岡
県
駿
東
郡
六
合
村
立
成
美
尋
常
小
学
校
卒
業

父
親
よ
り
俳
号
椿
年
を
与
え
ら
れ
、
こ
の
頃
か
ら
句
作

静
岡
県
駿
東
郡
六
合
村
立
成
美
高
等
小
学
校
進
学

妹
あ
き
早
世

明
治
三
十
二
年

（1899

） 

六
月

 

八
月

十
一
歳

十
二
歳

同
村
の
山
﨑
伊
三
郎
の
養
子
と
な
る

妹
イ
ワ
（
勘
太
郎
四
女
）
誕
生

明
治
三
十
四
年

（1901

） 

一
月

十
四
歳

長
兄
半
治
室
伏
ま
つ
と
婚
姻

明
治
三
十
五
年

（1902

） 

三
月

十
四
歳

静
岡
県
駿
東
郡
六
合
村
立
成
美
尋
常
高
等
小
学
校
卒
業

明
治
三
十
九
年

（1906

） 

十
月

十
九
歳

義
兄
松
本
紋
次
郎
ま
さ
夫
婦
、
砂
山
の
ぶ
（
明
治
三
十
八
年
二
月
生

一
歳
）
を
養
女
と
す
る

明
治
四
十
年

（1907

）

二
十
歳

富
士
紡
績
小
山
工
場
勤
務

明
治
四
十
一
〜

四
十
二
年（19
0
8

〜1909

） 

二
月

二
十
一
歳

二
十
二
歳

次
兄
啓
作
小
野
家
（
生
土
）
に
婿
養
子

六
合
村
生
土
三
十
六
番
地
に
転
居

明
治
四
十
三
年

（1910

） 

十
月

 

十
一
月

二
十
三
歳

山
﨑
伊
三
郎
と
の
養
子
縁
組
解
消
、
松
本
家
に
復
縁

駿
東
郡
北
郷
村
山
﨑
利
三
郎
の
次
女
す
み
と
婚
姻
入
籍

長
女
イ
マ
誕
生

大
正
二
年

（1913

） 

七
月

 

十
一
月

二
十
六
歳

生
家
に
近
い
小
山
町
中
島
一
八
番
地
に
転
居

次
女
サ
ク
誕
生

妹
イ
ワ
没
（
行
年
十
五
歳
）

大
正
五
年

（1916

） 

一
月

 

七
月

二
十
八
歳

二
十
九
歳

長
兄
半
治
妻
ま
つ
没
（
行
年
四
十
四
歳
）
三
男
三
女
を
な
す
が
い
ず

れ
も
早
世

母
き
く
没
（
行
年
七
十
一
歳　

老
衰
）

大
正
六
年

（1917

） 

九
月

 

十
一
月

三
十
歳

三
十
歳

分
家
（
小
山
町
中
島
六
十
二
番
地
に
居
住
）

長
兄
半
治
岩
田
や
す
と
再
婚

三
女
志
磨
誕
生

長
兄
半
治
四
男
紋
地
（
嗣
子
）
誕
生

大
正
九
年

（1920

） 

二
月

三
十
二
歳

長
兄
半
治
妻
や
す
没
（
行
年
二
十
八
歳
）

長
兄
半
治
り
ょ
う
と
再
婚

大
正
十
年

（1921

） 

五
月

三
十
三
歳

四
女
み
ど
り
誕
生

大
正
十
一
年

（1922

） 

二
月

 

四
月

 

十
二
月

三
十
四
歳

三
十
五
歳

五
女
愛
子
誕
生

長
姉
ま
さ
没
（
行
年
五
十
七
歳
）

父
勘
太
郞
没
（
行
年
八
十
二
歳
）

大
正
十
二
年

（1923

） 

八
月

 

九
月

 

十
月

三
十
六
歳

富
士
紡
績
小
山
工
場
労
働
争
議

関
東
大
震
災　

富
士
紡
績
小
山
工
場
被
災　

死
傷
者
多
数

富
望
主
追
悼
句
会
天
位
（
選
者
服
部
畊
石
）

　
　

供
物
た
た
霊
棚
の
灯
の
揺
ら
く
の
み

こ
の
頃
か
ら
本
格
的
に
俳
句
を
作
り
始
め
る　

富
士
紡
績
小
山
工
場

内
に
俳
句
部
創
部
『
篝
』
創
刊

こ
の
頃
、
加
納
野
梅
門
下
坂
本
緑
村
帰
村　

加
納
野
梅
坂
本
緑
村
宅

訪
問
（
昭
和
三
年
以
前
）　

加
納
野
梅
主
宰
『
鬼
栗
毛
』
投
句

大
正
十
四
年

（1925

） 

三
月

三
十
七
歳

長
兄
半
治
妻
り
ょ
う
没

大
正
十
五
年

（1926
） 

六
月

三
十
八
歳

長
兄
半
治
没
（
行
年
五
十
歳
）

昭
和
二
年

（1927
） 
二
月

三
十
九
歳

末
子
（
六
女
）
喜
美
子
誕
生



田園俳人松本椿年の生涯と作品（七）

五
一

昭
和
四
年

（1929

） 

一
月

 

四
月

 
七
月

四
十
一
歳

四
十
二
歳

加
納
野
梅
月
刊
俳
誌
『
新
草
』
創
刊　

坂
本
緑
村
と
投
句

古
見
豆
人
駿
東
郡
小
山
町
立
成
美
尋
常
高
等
小
学
校
長
に
着
任

古
見
豆
人
あ
ゆ
み
吟
社
創
設

古
見
豆
人
の
推
薦
で
渡
邊
水
巴
主
宰
月
刊
俳
誌
『
曲
水
』
に
投
句

『
曲
水
』
第
十
四
巻
第
十
号
（
昭
和
四
年
七
月
号
）
に
初
掲
載

　

大
藪
の
明
る
さ
見
ゆ
る
辛
夷
か
な

　

夕
風
に
春
行
く
麥
の
戦
き
か
な

昭
和
五
年

（1930

） 

四
月

 

六
月

四
十
二
歳
『
あ
ゆ
み
句
帖
』
刊
行

小
山
町
立
成
美
尋
常
高
等
小
学
校
、
小
山
町
立
第
一
尋
常
高
等
小
学

校
に
改
称

昭
和
天
皇
静
岡
行
幸

　
　

行
幸
に
就
き
天
覧
糸
の
飾
玉
を
作
る

　

と
も
す
れ
ば
汗
ば
め
る
手
を
洗
い
つ
つ
（『
新
草
俳
句
集
』）

昭
和
六
年

（1931

） 

一
月

 

十
月

四
十
三
歳

四
十
四
歳

古
見
豆
人
大
富
士
吟
社
創
設　

俳
誌
『
大
富
士
』
創
刊
同
人

草
庵
新
築

　

飾
矢
の
鬼
門
差
し
ゐ
る
銀
河
か
な
（『
曲
水
』
第
十
七
巻
第
三
号
）

昭
和
七
年

（1932

） 

十
月

四
十
五
歳

富
士
紡
績
小
山
工
場
退
社

　
　

冬
近
し　

富
士
紡
退
社　

冬
近
く
そ
こ
ら
蟲
な
く
別
れ
か
な

  
 （『

大
富
士
句
帖
第
一
輯
』）

昭
和
八
年

（1933

） 

一
月

 

四
月

四
十
五
歳

正
月
富
士
登
山

雪
中
富
士
登
山
五
句
『
曲
水
』
第
十
八
巻
第
四
号
の
竿
頭
を
飾
る

　

吹
雪
く
中
に
御
慶
か
は
し
て
消
え
に
け
り

 

（『
曲
水
』
第
十
八
巻
第
四
号
）

末
子
喜
美
子
小
山
第
一
尋
常
小
学
校
に
入
学

　

木
の
芽　

末
子
入
学　

広
げ
た
る
本
の
匂
ひ
や
木
の
芽
晴
れ
 

（『
大
富
士
句
帖
第
一
輯
』）

昭
和
九
年

（1934

） 

九
月

四
十
七
歳

石
田
仏
子
あ
ゆ
み
句
会
初
参
加

昭
和
十
年

（1935

） 

一
月

四
十
七
歳

こ
の
頃
か
ら
『
曲
水
』
へ
の
投
句
休
止

義
父
逝
く
三
句

　

凍
土
に
放
り
出
し
た
る
飾
り
か
な

　

松
と
り
し
穴
に
立
て
け
り
門
位
牌

　

霜
に
立
て
て
折
れ
し
線
香
や
笹
子
鳴
く

 

（『
大
富
士
』
第
五
巻
第
三
号　

昭
和
十
年
三
月
号
）

 

七
月

四
十
八
歳

小
山
第
一
尋
常
高
等
小
学
校
教
員
大
島
源
悟
郎
君
溺
死
（
三
句
）

　

水
底
の
子
を
呼
ぶ
母
や
雲
の
峰

　

夏
の
草
匂
は
し
く
焚
火
煙
け
り

　

暮
れ
ん
ず
る
水
に
火
映
え
る
河
鹿
か
な

 

（『
大
富
士
』
第
五
巻
第
十
号　

昭
和
十
年
十
月
号
）

昭
和
十
一
年

（1936

） 

三
月

四
十
八
歳

次
姉
く
ら
没
（
行
年
六
十
三
歳
）

昭
和
十
二
年

（1937

） 十
一
月

五
十
歳

日
中
戦
争
の
勃
発
に
よ
り
甥
紋
地
招
集

　

秋
雨
を
擧
手
に
は
じ
き
て
征
き
に
け
り

 

（『
大
富
士
』
第
八
巻
第
一
号　

昭
和
十
三
年
一
月
号
）

昭
和
十
三
年

（1938

） 

四
月

五
十
歳

古
見
豆
人
小
山
第
一
尋
常
高
等
小
学
校
長
を
退
職
し
、
湘
南
学
園

（
高
座
郡
藤
澤
町
鵠
沼
）
に
異
動　

大
富
士
吟
社
東
京
世
田
谷
に
移
転

豆
人
先
生
送
別
句
會

　

半
こ
げ
し
ま
ま
咲
満
ち
し
櫻
か
な

 （『
大
富
士
』
第
八
巻
第
六
号　

各
地
句
座　

駿
河
小
山　

豆
人
先
生

別
句
會
四
月
二
日
小
山
第
一
尋
常
高
等
小
学
校
被
服
室
）

昭
和
十
四
年

（1939

） 

一
月

 

二
月

 

十
二
月

五
十
一
歳

五
十
二
歳

初
孫
光
弘
誕
生
（
辰
雄
イ
マ
長
男
）

　

孫
の
尿
膝
に
ぬ
く
と
し
今
朝
の
秋

　

秋
の
灯
や
己
が
お
な
ら
に
怖
ゆ
る
皃

 

（『
大
富
士
』
第
九
巻
第
十
一
号　

昭
和
十
四
年
十
一
月
号
）

豆
人
師
小
山
再
来
訪

　

搾
乳
の
手
を
離
さ
れ
ず
御
慶
受
く
（
老
稚　

九
頁
）

（『
大
富
士
』 第
九
巻
第
三
号（
昭
和
十
四
年
三
月
号
）光
風
林
三
九
頁
）

日
本
軍
南
京
攻
略

本
家
甥
松
本
紋
地
戦
死

末
子
喜
美
子
を
松
本
本
家
の
養
女
と
す
る

昭
和
十
五
年

（1940

） 

四
月

 

五
月

 

八
月

五
十
二
歳

五
十
三
歳

長
女
イ
マ
の
配
偶
者
杉
山
辰
雄
と
養
子
縁
組
（
松
本
家
嗣
子
と
す
る
）

甥
紋
地
の
遺
骨
と
軍
刀
帰
還

　

戦
死
せ
る
甥
の
遺
骨
を
迎
え
て
（
二
句
）

南
風　

南
風
や
血
曇
り
濃
ゆ
き
日
本
刀

　
　
　

抱
く
遺
骨
脈
う
て
る
か
に
南
風
を
ゆ
く

 

（『
大
富
士
句
帖　

第
四
輯
』『
大
富
士
』
第
十
巻
第
八
号
）

孫
京
子
（
辰
雄
イ
マ
長
女
）
誕
生



宮　川　充　司

五
二

昭
和
十
六
年

（1941

） 

二
月

 

四
月

五
十
三
歳

次
女
サ
ク
婚
姻

『
大
富
士
』
第
十
一
巻
第
四
号
へ
の
投
句
を
最
後
に
投
句
休
止

　
　

父
八
十
六
歳
生
前
墓
碑
を
建
つ
（
二
句
）

　

冬
凪
の
入
日
に
に
じ
め
り
朱
入
文
字

　

冬
凪
や
己
が
石
碑
に
ぬ
か
づ
け
る

　

十
二
月
の
れ
ん
げ
咲
き
け
り
霜
の
中

昭
和
十
七
年

（1942

） 

二
月

五
十
四
歳

孫
奈
美
江
（
辰
雄
イ
マ
次
女
）
誕
生

昭
和
十
八
年

（1943

） 十
一
月

五
十
六
歳

義
兄
紋
次
郎
没
（
行
年
八
十
六
歳
）

昭
和
十
九
年

（1944

） 

二
月

五
十
六
歳

孫
光
弘
早
世
（
行
年
六
歳
）

昭
和
二
十
年

（1945

） 

二
月

 

八
月

 

十
二
月

五
十
七
歳

五
十
八
歳

三
女
志
磨
婚
姻

第
二
次
大
戦
終
結

次
兄
啓
作
没
（
行
年
六
十
一
歳
）

昭
和
二
十
一
年

（1946

） 

一
月

 

二
月

 

四
月

五
十
八
歳

俳
誌
『
大
富
士
』
復
題
第
十
六
巻
第
一
号

孫
典
彦
（
辰
雄
イ
マ
次
男
）
誕
生
（
二
月
八
日
）

四
女
み
ど
り
婚
姻

昭
和
二
十
二
年

（1947

） 

一
月

 

四
月

 

七
月

五
十
九
歳

六
十
歳

『
大
富
士
』
投
句
再
開

　

う
ら
ゝ
か
や
米
庫
に
積
む
疎
開
の
荷

（『
大
富
士
』
第
十
七
巻
第
四
号
（
昭
和
二
十
二
年
四
月
号
）
大
富
士

句
帖　

古
見
豆
人
選
）

末
子
喜
美
子
、
山
﨑
栄
と
婚
姻
（
松
本
本
家
の
嗣
子
と
す
る
）

駿
河
小
山
に
て
大
富
士
二
百
号
記
念
大
会

　

迎
火
や
静
か
に
昏
る
る
湖
の
色

 

（『
大
富
士
』
第
十
七
巻
第
九
号
（
昭
和
二
十
二
年
九
月
号
））

昭
和
二
十
三
年

（1948

） 

五
月

六
十
歳

こ
の
年
Ｑ
Ｈ
Ｇ
に
よ
る
大
富
士
の
検
閲
緩
和

外
孫
卓
美
（
本
家
松
本
栄
・
喜
美
子
長
男
）
誕
生

昭
和
二
十
四
年

（1949

） 

四
月

六
十
一
歳

内
孫
時
男
（
辰
雄
イ
マ
三
男
）
誕
生

昭
和
二
十
五
年

（1950

） 

九
月

六
十
三
歳

外
孫
幸
久
（
本
家
松
本
栄
・
喜
美
子
次
男
）
誕
生

昭
和
二
十
六
年

（1951

） 十
一
月

六
十
四
歳

五
女
愛
子
坂
本
薫
と
婚
姻
（
石
田
仏
子
夫
妻
が
仲
人
）

昭
和
二
十
七
年

（1952

） 

三
月

 

四
月

六
十
四
歳
『
大
富
士
』
へ
の
投
句
再
開

　

除
夜
の
鐘
時
計
を
捲
い
て
座
に
戻
る

　

日
は
午
な
り
御
慶
着
の
ま
ゝ
牛
に
餌
を

 （『
大
富
士
』 第
二
十
二
巻
第
三
号　

昭
和
二
十
七
年
三
月
号　

大
裾
野
）

古
見
豆
人
師
が
参
加
し
た
大
富
士
小
山
支
部
の
句
會
参
加

（
四
月
十
八
日
）
翌
日
の
足
柄
吟
行
は
椿
年
不
参
加

昭
和
二
十
八
年

（1953

） 

七
月

六
十
六
歳

古
見
豆
人
師
が
参
加
し
た
、
大
富
士
足
柄
支
部
ダ
リ
ヤ
浴
衣
青
田
句

會
時
鳥
廻
吟
に
参
加

　

時
鳥
夜
更
の
峯
に
何
の
灯
ぞ

昭
和
二
十
九
年

（1954

） 

二
月

 

五
月

 

十
一
月

六
十
六
歳

六
十
七
歳

『
大
富
士
』
第
二
十
四
巻
第
二
号
へ
の
投
句
再
開

　
　

老
後

　

ま
だ
餅
を
つ
き
得
る
力
あ
り
に
け
り

　

凶
作
の
田
面
と
も
な
し
初
日
の
出

足
柄
峠
古
見
豆
人
句
碑
除
幕
式
記
念
句
会
（
五
月
二
十
三
日
）

　

富
士
か
ら
の
薫
風
句
碑
の
座
を
巡
る

 

（『
大
富
士
』
第
二
十
四
巻
第
七
号
）

外
孫
伊
佐
子
（
本
家
松
本
栄
・
喜
美
子
長
女
）
誕
生

昭
和
三
十
年

（1955

） 

五
月

六
十
七
歳

妻
す
み
逝
去　

行
年
六
九
歳　

老
衰

　
　

老
妻
没
す　

三
句

　

う
な
づ
け
ど
目
は
う
つ
ろ
な
り
南
風
に
灯
す

　

子
の
孫
の
泣
く
を
制
し
て
南
風
に
佇
つ

　

師
よ
り
の
悼
句
南
風
の
線
香
つ
ぎ
足
し
ぬ

 

（『
大
富
士
』
第
二
十
五
巻
第
七
号　

昭
和
三
十
年
七
月
号
）

昭
和
三
十
一
年

（1956

） 

三
月

 

五
月

六
十
八
歳

湯
山
逸
素
細
道
會
を
起
こ
し
、
俳
誌
『
細
道
』
創
刊

妻
す
み
一
周
忌

　

辛
夷
咲
く
や
畑
尻
に
あ
る
鍬
二
丁
（『
句
集　

老
稚
』
七
一
頁
）

（『
大
富
士
』
第
二
十
六
巻
第
七
号　

昭
和
三
十
一
年
七
月
号
大
裾
野
）

　

身
重
な
る
妻
燕
の
巣
見
上
げ
け
り

（『
大
富
士
』
第
二
十
六
巻
第
八
号　

昭
和
三
十
一
年
八
月
号
大
裾
野
）



田園俳人松本椿年の生涯と作品（七）

五
三

 

七
月

六
十
九
歳
　
　

迎
え
盆

　

一
と
筋
の
草
風
立
て
り
門
火
焚
く

（『
大
富
士
』
第
二
十
六
巻
第
十
一
号　

昭
和
三
十
一
年
十
一
月
号　

大
裾
野
）

昭
和
三
十
二
年

（1957

） 

四
月

六
十
九
歳

古
見
豆
人
師
大
富
士
小
山
支
部
来
訪
、
柳
島
公
民
館
記
念
句
会
、
入

学
柳
句
会
竹
落
葉
廻
吟

　

滝
壷
の
暗
き
光
や
竹
落
葉

  （『
大
富
士
』
第
二
十
七
巻
第
六
号　

昭
和
三
十
二
年
六
月
号
支
部　

精
進
情
報　

駿
東
郡
小
山
柳
島
支
部　

四
月
二
十
日
）

昭
和
三
十
三
年

（1958

） 

二
月

 

十
月

 

十
一
月

七
十
歳

七
十
一
歳

大
富
士
小
山
支
部
湯
ケ
原
旅
行
（
二
月
八
日
九
日
）

　

潮
芥
寄
せ
て
正
月
あ
ざ
み
咲
く（『
句
集　

老
稚
』二
頁
冒
頭
第
一
句
）

（『
大
富
士
』
第
二
十
八
巻
第
四
号　

昭
和
三
十
三
年
四
月
号　

支
部

精
進
情
報　

小
山
支
部　

岳
人
報
）

外
孫
（
四
女
み
ど
り
三
男
孝
光
）
早
世

古
見
豆
人
没
（
十
一
月
二
十
二
日
花
石
蕗
忌
）

俳
誌
『
大
富
士
』
第
二
十
八
巻
第
十
一
号
（
昭
和
三
十
三
年
十
一
月

号
）
を
も
っ
て
廃
刊

昭
和
三
十
四
年

（1959

） 

一
月

 

十
一
月

七
十
一
歳

七
十
二
歳

小
笠
原
龍
人
『
大
富
士
』
の
後
継
誌
と
し
て
『
塔
』
創
刊

こ
の
年
の
内
に
『
塔
』
同
人
と
し
て
参
加

俳
誌
『
塔
』
第
一
巻
第
十
一
号
豆
人
先
生
一
周
忌
追
悼
号

　
　

追
憶

　

と
ろ
ゝ
飯
亡
き
師
の
記
録
十
二
椀

豆
人
先
生
一
周
忌
追
悼
俳
句
大
会　

十
一
月
廿
二
日　

池
上
曹
禅
寺

　

豆
人
忌
の
廻
吟
に
追
わ
れ
蜜
柑
む
く

昭
和
三
十
五
年

（1960

） 

十
月

七
十
三
歳

原
田
濱
人
籠
坂
峠
句
碑
建
立

句
碑
除
幕
式
に
湯
山
逸
素
の
誘
い
で
列
席

昭
和
三
十
六
年

（1961

） 

一
月

七
十
三
歳

原
田
濱
人
主
宰
の
『
み
づ
う
み
』
参
加

　

植
ゑ
進
む
苗
木
苗
木
の
陽
炎
へ
る

　

括
り
桑
解
け
て
陽
炎
さ
か
ん
な
る

 

（『
み
づ
う
み
』
第
二
五
六
号　

昭
和
三
十
六
年
五
月
号
）

昭
和
三
十
七
年

（1962

） 

八
月

七
十
五
歳

乳
牛
の
出
産

　

土
用
照
臨
月
近
き
牛
の
息

 （『
み
づ
う
み
』
第
二
七
三
号　

昭
和
三
十
七
年
十
月
号　

み
づ
う
み　

俳
句
）

昭
和
三
十
八
年

（1963

）

 

十
二
月

七
十
六
歳

義
弟
事
故
死

　

入
寂
の
足
の
硬
ば
り
北
風
す

 

（『
み
づ
う
み
』
第
二
八
九
号　

昭
和
三
十
九
年
二
月
号
）

　

夜
の
落
葉
悲
報
に
急
ぐ
道
細
く

　

風
に
狂
ふ
木
の
葉
の
中
を
柩
ゆ
く

　

昨
日
埋
め
し
墓
な
れ
木
の
葉
は
や
た
め
て

 

（『
塔
』
第
六
巻
第
二
号　

昭
和
三
十
九
年
二
月
号
）

昭
和
三
十
九
年

（1964

） 

一
月

 

三
月

 

七
月

七
十
六
歳

七
十
七
歳

内
孫
京
子
婚
姻

　

と
つ
ぐ
娘
の
門
出
初
東
風
め
ぐ
る
石

 

（『
塔
』
第
六
巻
第
三
号　

昭
和
三
十
九
年
三
月
号
）

　

仏
だ
ん
の
春
灯
に
震
え
角
か
く
し

　

春
寒
や
嫁
ぎ
ゆ
く
娘
の
別
れ
言

 

（『
塔
』
第
六
巻
第
六
号　

昭
和
三
十
九
年
六
月
号
）

湯
山
素
鷗
没
（
三
月
十
一
日
素
歐
忌
）

喜
寿
の
祝

　

七
夕
の
笹
影
に
居
て
喜
寿
の
膳

 

（『
み
づ
う
み
』
第
二
九
七
号　

昭
和
三
十
九
年
十
月
号
）

十
一
月

初
曾
孫
（
内
孫
京
子
長
男
）
誕
生

昭
和
四
十
年

（1965

） 

三
月

 

四
月

 

五
月

七
十
七
歳

湯
山
素
鷗
一
周
忌
追
善
句
会

　

素
鷗
忌
の
句
碑
に
ゆ
ら
ゆ
ら
花
の
影

　

花
冷
や
句
碑
に
た
つ
ぷ
り
手
向
け
酒

 

（『
み
づ
う
み
』
第
三
一
〇
号　

昭
和
四
十
年
十
一
月
号
）

内
孫
奈
美
江
婚
姻

　

光
り
合
う
て
二
尾
の
若
鮎
瀬
を
遡
る

 

（『
み
づ
う
み
』
第
三
一
〇
号　

昭
和
四
十
年
十
一
月
号
）

初
曾
孫
初
節
句

　

庭
若
葉
笑
い
お
ほ
へ
し
児
を
腕

 

（『
塔
』
第
七
巻
第
八
号　

昭
和
四
十
年
八
月
号
）

　

尾
を
富
士
へ
箱
根
へ
振
り
て
鯉
幟

 

（『
塔
』
第
七
巻
第
九
号　

昭
和
四
十
年
九
月
号
）

昭
和
四
十
年

（1965
） 

八
月

 

九
月

七
十
八
歳

前
田
岳
人
『
自
選　

岳
人
句
集
』
刊
行

嗣
子
辰
雄
病
没
（
行
年
五
九
歳　

九
月
二
十
二
日
没
）

　
　

嗣
子
淋
巴
腺
肉
腫
に
て
逝
く

　

秋
冷
の
耳
寄
せ
聴
く
や
吾
子
の
声

 

（『
み
づ
う
み
』
第
三
一
二
号　

昭
和
四
十
一
年
一
月
号
）



宮　川　充　司

五
四

昭
和
四
十
一
年

（1966

） 

一
月

 
五
月

 

六
月

 

十
月

七
十
八
歳

七
十
九
歳

菩
提
寺
勝
福
寺
住
職
突
如
入
寂

　

明
け
き
ら
ぬ
山
門
凍
て
の
固
き
踏
む

 

（『
塔
』
第
八
巻
第
五
号　

昭
和
四
十
一
年
五
月
号
）

豆
人
先
生
句
碑
の
除
幕　

五
月
八
日
ゆ
か
り
深
き
金
時
神
社
に
て

　
　

献
詠
句
（
大
富
士
句
碑
）

　

秋
晴
や
水
に
影
も
ゆ
社
の
朱

 

（『
塔
』
第
八
巻
第
七
号　

昭
和
四
十
一
年
七
月
号
）

大
島
旅
行

　

梅
雨
日
眩
し
あ
ん
こ
と
並
び
撮
ら
れ
居
て

 

（『
み
づ
う
み
』
第
三
二
二
号　

昭
和
四
十
一
年
十
一
月
号
）

二
人
目
の
曾
孫
（
内
孫
京
子
長
女
）
誕
生

昭
和
四
十
二
年

（1967

）

 

十
二
月

八
十
歳

親
族
事
故
死
（
十
二
月
二
十
八
日
）

　

元
日
や
床
に
据
え
た
る
お
骨
壺

 
（『
塔
』
第
十
巻
第
六
号　

昭
和
四
十
三
年
六
月
号
）

　

会
葬
者
揃
う
間
庫
裡
の
ス
ト
ー
ブ
へ

　

葬
り
来
て
浄
め
の
手
塩
胼
に
入
む

 

（『
み
づ
う
み
』
第
三
四
二
号　

昭
和
四
十
三
年
七
月
号
）

昭
和
四
十
三
年

（1968

） 

九
月

八
十
一
歳

塔
俳
句
会
『
塔
創
刊
十
周
年
合
同
句
集　

星
苑
』
刊
行

 

十
一
月

初
曽
孫
袴
着

　

袴
着
の
拍
手
小
さ
く
響
き
け
り

 

（『
塔
』
第
十
一
巻
第
二
号　

昭
和
四
十
四
年
二
月
号
）

昭
和
四
十
四
年

（1969

） 

八
月

 

九
月

八
十
二
歳

三
人
目
の
曾
孫
（
内
孫
奈
美
江
長
男
）
誕
生

四
人
目
の
曾
孫
（
内
孫
京
子
次
男
）
誕
生

昭
和
四
十
五
年

（1970

） 

四
月

 

十
一
月

八
十
二
歳

八
十
三
歳

『
句
集　

老
稚
』
出
版

病
床
の
原
田
濱
人
を
門
弟
と
見
舞
う

　

師
を
か
こ
み
小
春
の
障
子
開
け
て
撮
る

　

手
に
残
る
師
の
握
力
や
小
春
凪

 

（『
み
づ
う
み
』
第
三
七
五
号　

昭
和
四
十
六
年
四
月
号
）

昭
和
四
十
六
年

（1971

） 

四
月

八
十
三
歳

父
松
本
勘
太
郎
（
俳
号
吉
野
庵
禾
袷
）
の
句
碑
松
本
本
家
に
建
立

　

初
日
の
出
月
を
う
し
ろ
に
拝
み
け
り　
　

禾
袷

冬
晴
の
句
碑
自
宅
前
庭
に
建
立

　

冬
晴
や
底
藻
さ
や
か
に
動
き
居
り　
　

椿
年

五
月

菩
提
寺
勝
福
寺
新
住
職
晋
山
式

　

晋
山
の
経
に
天
風
来
て
薫
ず

 

（『
塔
』
第
十
三
巻
第
十
二
号　

昭
和
四
十
六
年
十
二
号
）

昭
和
四
十
六
年

（1971

） 

九
月

八
十
四
歳

円
覚
寺
舎
利
法
式
団
参

　

管
長
の
一
喝
凛
と
冴
え
渡
る

　

法
悦
や
鎌
倉
山
の
月
ま
ろ
し

 

（『
塔
』
第
十
四
巻
第
一
号　

昭
和
四
十
七
年
一
月
号
）

昭
和
四
十
七
年

（1972

） 

七
月

 

八
月

 

九
月

 

十
月

八
十
五
歳

小
山
町
大
水
害
（
七
月
十
二
日
）

　

田
も
畑
も
川
原
と
な
り
て
虫
す
だ
く

　

決
潰
の
ダ
ム
底
幽
し
尽
の
虫

 

（『
塔
』
第
十
五
巻
第
四
号　

昭
和
四
十
八
年
四
月
号
）

『
み
づ
う
み
』
主
宰
原
田
濱
人
没
（
八
月
四
日　

八
十
八
歳
）

　

参
道
の
洩
日
地
に
し
む
法
師
蝉

 

（『
み
づ
う
み
』
第
三
九
五
号　

昭
和
四
十
七
年
十
二
月
号
）

五
人
目
の
曾
孫
（
内
孫
奈
美
江
次
男
）
誕
生

芹
沢
風
外
没

　

法
師
蝉
水
さ
び
て
ゐ
る
墓
茶
碗

 

（『
み
づ
う
み
』
第
三
九
六
号　

昭
和
四
十
八
年
一
月
号
）

伊
勢
団
体
バ
ス
一
泊
旅
行

　

宿
の
卓
仏
子
と
二
人
十
三
夜

 

（『
み
づ
う
み
』
第
三
九
八
号　

昭
和
四
十
八
年
三
月
号
）

昭
和
四
十
八
年

（1973

） 

三
月

 

九
月

八
十
五
歳

八
十
六
歳

前
田
岳
人
没　

行
年
八
十
七
歳
（
三
月
二
十
八
日
）

　

次
に
逝
く
は
吾
か
も
春
の
雲
仰
ぐ

　

花
冷
え
の
土
か
け
て
永
遠
の
別
れ
か
な

 

（『
み
づ
う
み
』
第
四
〇
二
号　

昭
和
四
十
八
年
七
月
号
）

塔
俳
句
会
『
塔
創
刊
十
五
周
年
合
同
句
集　

蒼
穹
』
刊
行

昭
和
四
十
九
年

（1974

） 

一
月

 

三
月

 

四
月

 
九
月

八
十
六
歳

八
十
七
歳

六
人
目
の
曾
孫
（
内
孫
奈
美
江
長
女
）
誕
生

　

赤
児
見
に
草
餅
搗
い
て
そ
ば
も
つ
て

 

（『
み
づ
う
み
』
第
四
一
二
号　

昭
和
四
十
九
年
五
月
号
）

米
寿
の
祝

　

子
孫
曽
孫
う
ら
ら
か
に
顔
を
揃
え
け
り

 

（『
塔
』
第
十
六
巻
第
八
号　

昭
和
四
十
九
年
八
月
号
）

石
田
仏
子
和
光
市
に
転
居　

五
月
十
九
日
中
島
公
民
館
で
送
別
句
会

家
督
を
嫡
孫
典
彦
に
譲
る

　

孫
に
ゆ
ず
る
登
記
す
ま
し
月
涼
し

 

（『
塔
』
第
十
六
巻
第
十
一
号　

昭
和
四
十
九
年
十
一
月
号
）



田園俳人松本椿年の生涯と作品（七）

五
五

 

十
二
月

み
づ
う
み
小
山
支
部
に
よ
る
松
本
椿
年
翁
米
寿
祝
賀
句
会　

藤
曲
公

民
館
（
十
二
月
一
日
）

　

霜
濃
ゆ
く
降
り
し
ゆ
ふ
べ
の
焚
火
跡

 （『
み
づ
う
み
』
第
四
二
一
号　

昭
和
五
十
年
二
月
号　

小
山
支
部

「
松
本
椿
年
翁
米
寿
祝
賀
句
会
の
記
」）

昭
和
五
十
年

（1975

） 

六
月

 

九
月

 

十
月

 

十
一
月

八
十
七
歳

八
十
八
歳

『
塔
』「
翠
雲
抄
」
に
作
家
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る

　

青
空
を
背
負
い
腕
を
背
麦
を
踏
む

　

年
毎
に
鍬
重
く
な
り
畑
打
ち

 

（『
塔
』
第
十
七
巻
第
六
号　

昭
和
五
〇
年
六
月
号
）

原
田
喬
俳
誌
『
椎
』
創
刊
に
同
人
参
加

　

植
う
る
田
の
一
角
富
士
の
雲
落
と
す

　

雹
蒼
く
解
け
つ
つ
草
の
根
に
溜
る

　

会
葬
者
老
人
多
し
栗
の
花

 
（『
椎
」
第
一
号
創
刊
号　

昭
和
五
十
年
九
月　

椎
集
）

孫
典
彦
婚
姻

静
岡
県
知
事
杯
賜
杯

　

い
み
じ
く
も
知
事
杯
賜
う
天
高
し

 

（『
塔
』
第
十
八
巻
第
二
号　

昭
和
五
十
一
年
二
月
号
）

昭
和
五
十
一
年

（1976

） 

一
月

八
十
八
歳

曾
孫
が
さ
ら
に
増
え
る
年
と
な
る

　

ま
た
一
人
曽
孫
が
増
え
た
る
年
迎
ふ

 （『
塔
』
第
十
八
巻
第
五
号　

昭
和
五
十
一
年
五
月
号
水
煙
集　

同
人

作
品
）

昭
和
五
十
二
年

（1977

） 

三
月

 

五
月

 

六
月

 

十
月

八
十
九
歳

九
十
歳

内
曾
孫
の
お
喰
い
初
め
と
初
節
句

　

春
の
月
児
に
喰
ひ
そ
め
の
茶
碗
買
ふ

 

（『
塔
』
第
十
九
巻
第
九
号　

昭
和
五
十
二
年
九
月
号
）

　

よ
ち
よ
ち
と
庭
に
出
し
児
や
鯉
幟

 

（『
塔
』
第
十
九
巻
第
八
号　

昭
和
五
十
二
年
八
月
号
）

卒
寿
の
祝
い

　

卒
寿
皃
五
月
の
風
に
吹
か
れ
立
つ

（『
み
づ
う
み
』
第
四
五
一
号　

昭
和
五
十
二
年
八
月
号　

竿
頭
欄
）

中
川
温
泉
旅
行

　

温イ
デ
ユ泉
窓
開
け
れ
ば
聞
こ
ゆ
河
鹿
の
音
（
中
川
温
泉
）

 

（『
塔
』
第
十
九
巻
第
十
号　

昭
和
五
十
二
年
十
月
号
）

韮
山
旅
行

　

秋
風
へ
で
ん
と
大
臼
据
へ
て
あ
り
（
江
川
代
官
屋
敷
四
句
）

 

（『
塔
』
第
二
十
巻
第
一
号　

昭
和
五
十
三
年
一
月
号
）

昭
和
五
十
三
年

（1978

） 

十
月

九
十
一
歳
『
塔
創
刊
二
十
周
年
合
同
句
集
（
第
三
集
）
玲
泉
』　

四
十
句
掲
載

山
梨
旅
行

　

葡
萄
熟
れ
て
勝
沼
の
空
日
々
に
澄
む

 

（『
み
づ
う
み
』
第
四
六
八
号　

昭
和
五
十
四
年
一
月
号
）

昭
和
五
十
四
年

（1979

） 

四
月

 

十
二
月

九
十
一
歳

九
十
二
歳

　

打
ち
返
す
土
黒
々
と
夕
畑

 （『
み
づ
う
み
』
第
四
七
三
号　

昭
和
五
四
年
六
月
号　

支
部
句
会
報　

み
づ
う
み
小
山
支
部
句
会
四
月
例
会　

沐
人
報　

四
月
十
四
日　

於

菅
原
千
代
女
居
）

　

凩
や
三
日
月
ふ
わ
と
飛
び
そ
う
な
（『
限
界
』）

 （『
み
づ
う
み
』
支
部
句
会
報　

み
づ
う
み
小
山
支
部
句
会
十
二
月
例

会　

沐
人
報　

十
二
月
八
日　

於
菅
原
千
代
女
居
）

昭
和
五
十
五
年

（1980

） 

四
月

 

五
月

九
十
二
歳

曾
孫
の
一
人
小
学
校
入
学

　

一
年
生
帰
り
ま
し
た
と
大
声
に

 

（『
み
づ
う
み
』
第
四
八
五
号　

昭
和
五
十
五
年
六
月
号
）

『
み
づ
う
み
』
第
四
八
四
号
（
昭
和
五
十
五
年
五
月
号
）
に
「
松
本

椿
年
句
集
よ
り
」
の
記
事
掲
載

昭
和
五
十
六
年

（1981

） 

五
月

 

六
月

 

九
月

 

十
一
月

九
十
三
歳

九
十
四
歳

隣
町
御
殿
場
市
で
み
づ
う
み
探
鳥
句
会
選
者
の
一
人
と
な
る

　

富
士
は
雪
厚
く
残
し
て
五
月
尽

 （『
み
づ
う
み
』
第
四
九
九
号　

昭
和
五
十
六
年
八
月
号　

み
づ
う
み

探
鳥
句
会
）

勝
福
寺
に
て
岩
田
柴
人
・
小
野
虹
人
の
追
悼
句
会
（
六
月
十
日
）

　

追
悼
の
句
も
な
く
梅
雨
の
忌
に
侍
る

 

（『
み
づ
う
み
』
第
四
九
九
号　

昭
和
五
十
六
年
八
月
号
）

石
田
仏
子
没
（
九
月
十
八
日
）
行
年
七
十
四
歳

石
田
仏
子
追
善
句
会
（
小
山
町
生
土　

乗
光
寺
）

　

墓
と
言
う
も
草
に
露
け
き
石
ひ
と
つ

 

（『
み
づ
う
み
』
第
五
〇
四
号　

昭
和
五
十
七
年
一
月
号
）

昭
和
五
十
七
年

（1982

） 

四
月

 

八
月

 

九
月

九
十
四
歳

九
十
五
歳

『
第
二
句
集　

限
界
』
出
版

石
田
仏
子
句
集
『
花
筏
』
没
後
出
版

湯
山
逸
素
没　

行
年
九
十
二
歳

　

忌
の
塔
婆
枝
に
坂
道
つ
ゆ
け
し
や

 （『
塔
』
第
二
十
五
巻
第
二
号　

昭
和
五
十
八
年
二
月
号　

塔
俳
句
）



宮　川　充　司

五
六

昭
和
五
十
八
年

（1983

） 

十
月

 
十
一
月

 

十
二
月

九
十
六
歳

俳
誌
『
み
づ
う
み
』
岳
麓
秋
の
句
会
（
一
日
足
柄
峠
回
吟
、
二
日
麓

の
宿
山
久
荘
で
句
会
選
者
と
な
る
）

『
み
づ
う
み
』
へ
の
投
句
絶
筆

　

麦
の
塵
焼
く
火
夜
更
け
を
明
滅
す

 （『
み
づ
う
み
』
第
五
二
六
号　

昭
和
五
十
八
年
十
一
月
号
竿
頭
欄
）

俳
誌
『
椎
』
百
号
記
念
号　

昭
和
五
十
八
年
十
二
月
号　

特
集
青
北

風
集
作
家
作
品
）
に
十
句
掲
載

昭
和
五
十
九
年

（1984

） 

一
月

 

九
月

 

十
月

 

十
一
月

 

十
二
月

九
十
六
歳

九
十
七
歳

俳
誌
『
塔
』
投
句
絶
筆

　

柿
一
つ
落
ち
残
り
い
て
年
を
越
す

（『
塔
』
第
二
十
六
巻
第
二
号　

昭
和
五
十
九
年
二
月
号　

昭
和
五
十

九
年
新
春
賀
句
）

俳
誌
『
椎
』
投
句
絶
筆

　

夏
め
け
る
空
を
編
み
を
り
朝
の
蜘
蛛

　

薫
風
や
名
な
き
一
瀑
木
々
を
打
つ

　

こ
の
土
地
の
清
水
は
み
ん
な
富
士
よ
り
す

 

（『
椎
』
第
百
九
号　

昭
和
五
十
九
年
九
月
号　

青
北
風
集
）

外
孫
（
四
女
み
ど
り
次
男
）
結
婚

　

い
わ
し
雲
縫
っ
て
舞
い
行
く
番
い
鳥

初
曾
孫
（
内
孫
京
子
長
男
）
成
人
の
祝
い

　

祝
吟　

大
木
と
な
る
も
一
つ
の
実
か
ら
な
る

岩
沢
露
萩
追
善
句
会　

十
二
月
九
日　

於
小
山
町
菅
沼
甘
露
寺

昭
和
六
十
年

（1985

） 十
二
月

九
十
八
歳

十
四
人
目
の
曾
孫
誕
生
（
四
女
み
ど
り
次
男
の
長
女
愛
）

昭
和
六
十
一
年

（1986

） 

二
月

九
十
八
歳

行
年
百
歳
に
て
逝
去　

椿
山
壽
年
居
士

　
　

絶
吟
の
句

　

春
風
に
乗
つ
て
ゆ
か
ば
や
句
の
行
脚



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


